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 この記録は、平成２６年１２月１４日執行の第４７回衆議院議員総選挙及びこれと同時

に行われた第２３回最高裁判所裁判官国民審査の結果をまとめたものです。 

 今回の選挙は、政権選択選挙として注目された平成２４年執行の前回衆議院議員総選挙

において、自民党・公明党が勝利し政権奪取を果たし、続く平成２５年執行の参議院議員

通常選挙においても、平成２１年執行の参議院議員通常選挙以来、与党が過半数を下回る

ねじれ国会が続いていたなか、自民党・公明党が勝利し、非改選議員と合わせて過半数を

確保したため、第二次安部内閣として安定した政権運営を行っている最中、平成２６年４

月に消費税の税率を５％から８％に引き上げ、最終目的となる平成２７年１０月の１０％

への再引き上げについては、経済状況などを勘案して判断する予定としていたものを、平

成２９年４月への先送りとして是非を問うため、又しても歳の瀬の突然の解散によるもの

でした。 

 選挙日程については、平成２４年１１月２１日に解散、４０日以内に総選挙を執行する

ことになっているため、当初１２月９日公示・２１日投開票の案もありましたが、予算編

成時期であることや天皇誕生日が近い等の理由から、１２月２日公示・１４日投開票とな

ったため、解散から投票日までの期間が２３日と、平成１２年の総選挙同様、昭和５８年

の総選挙に次ぎ短い日程でした。 

 選挙の結果は、自民党・公明党が前回同様３２５議席を獲得しましたが、今回は「１票

の格差」是正のため、小選挙区の定数が５減され２９５となり、比例区の定数１８０と合

わせて４７５で争われたため、定数の３分の２を上回り、与党の定数に占める割合は過去

最高となりました。しかし、投票率（小選挙区）に関しては、戦後最低だつた前回の５９．

３２％を大きく下回る５２．６６％で、すべての都道府県で前回を下回る結果でした。 

 本市の投票率（小選挙区）も同様の傾向で、平成２４年の前回衆議院議員総選挙より約

４．１ポイント減の５０．９４％となりました。また、期日前投票の利用者についても前

回より３，２００人程少ない１２，７４４人となりました。 

 今回も冬の選挙ということで暖房器具等の準備に四苦八苦でしたが、多くの従事者の御

協力をいただくことができ、問題なく執行できたことは幸いでした。 

 終わりに、関係者皆様の選挙執行に対する御理解と御協力により、事故なく選挙が終了

できましたことに心から御礼申し上げます。 

 
 
 

平塚市選挙管理委員会 
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Ⅰ　事務日程

　１　事務日程表

選挙
期日

前（後）
月 日 曜日

主　　　　な　　　　内　　　　容
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※は小選挙区受付市区事務

関係法令

23 11月21日 金 衆議院解散

在外投票に係る郵便等投票用投票用紙等の事前発送開始
令65の11②
在外規則23一

公民館主事会議にて説明

併任職員辞令交付（2人）

ポスター掲示場設置開始

臨時職員雇用開始

22 11月22日 土 候補者等の政治活動用ポスター掲示禁止期間始期（～12/14） 法143⑯、⑲

後援団体の寄附禁止強化期間始期（～12/14） 法199の2、199の5

選挙人名簿登録の移替え延期期間始期（～12/14） 令17ただし書き

21 11月23日 日 ※ 選挙長等事務説明会〔県庁〕

市区町村選挙管理委員会選挙係長会議〔県庁〕

20 11月24日 月 選挙管理委員会〔11月臨時会①〕

19 11月25日 火 ※ 立候補予定者事前説明会〔県庁〕

平塚郵便局との打合せ

第1次物品受領

不在者投票用封筒類受領

18 11月26日 水 ※ 立候補届出事前審査開始（～12/1）

ポスター掲示場一覧表・図面交付開始 令111の2

ポスター掲示場設置完了

部長会議にて説明

17 11月27日 木 市区町村選挙管理委員会委員長・書記長会議（県庁）

平塚警察署へ警備依頼

16 11月28日 金 記者説明

15 11月29日 土 第1回投・開票速報リハーサル

14 11月30日 日 期日前用投票用紙等受領

※ 候補者交付物品受領

13 12月1日 月 選挙人名簿定時登録の基準日

選挙時登録の基準日・登録日 法22②

選挙人名簿及び在外選挙人名簿登録者数の報告 令22①、23の16①

※ 立候補予定者名簿相互確認

不在者投票用紙等の事前発送開始
令53①、59の4④
令65の13①

選挙管理委員会〔12月臨時会①〕

※ 立候補届出受理リハーサル

12 12月2日 火 【選挙期日の公示日】

選挙人名簿定時登録

※ 立候補届出の受理、届出状況の速報 法86

※ 候補者に係る物件等の交付

※ 選挙公報掲載申請の受理 法168①

※ 出納責任者選任届受理開始 法180③

※ 報酬を支給する者の届出受理開始 法197の２⑤

※ 選挙立会人選任届受理開始 法76

※ 選挙事務所設置届受理開始 法130②

※ 選挙運動用ビラの届出受理・同ビラ証紙交付開始 法142①一、⑧

公営施設使用の個人演説会等開催申出受理開始 法163　令１１２①
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Ⅰ　事務日程

　１　事務日程表

選挙
期日

前（後）
月 日 曜日

主　　　　な　　　　内　　　　容
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※は小選挙区受付市区事務

関係法令

開票立会人届出受理開始 法62①　令69

選挙人名簿の閲覧中止 法28の2、28の３

在外選挙人名簿の登録・閲覧中止 法30の6②、30の12

選挙時登録の縦覧に供する書面の縦覧（1日間） 法23①

在外選挙人名簿の縦覧に供する書面の縦覧（1日間） 法30の7①

期日前投票事務臨時職員説明会〔市役所別館〕

選挙管理委員会〔12月定例会〕

投票所氏名等掲示順序のくじ施行 法175③

11 12月3日 水
期日前・不在者投票（国民審査を除く。）開始〔市役所のみ〕

法48の2、49、49の2②
令4章の3、5章

投票事務説明会〔教育会館〕

投開票事務説明会〔県庁〕

在外投票（郵便等投票・在外公館投票・国内における投票）開始 法49の2

投票所入場整理券発送 令31①

併任職員辞令交付（4人）

10 12月4日 木 公営施設使用の個人演説会等開始 法163

期日前投票事務説明会〔市役所本館〕

9 12月5日 金 「広報ひらつか第1金曜日号」にて選挙の周知

第2次・第3次物品受領

票せん類受領

8 12月6日 土 街頭啓発〔平塚駅周辺〕

7 12月7日 日 期日前・不在者投票開始〔金目・神田公民館〕

国民審査期日前投票・不在者投票開始 審査令14

街頭啓発〔平塚駅周辺〕

6 12月8日 月 在外公館投票最終日 法49の2①一

5 12月9日 火 選挙公報・審査公報受領

第2回投・開票速報リハーサル

当日投票システム操作説明会〔研修室〕

読取集計機操作説明会〔市役所別館〕

開票集計システム説明会〔委員室〕

4 12月10日 水 選挙公報・審査公報新聞折込み 法170　審査令31

開票事務説明会〔教育会館〕

郵便等による不在者投票の投票用紙等交付請求期限 令59の4①

郵便等による在外投票用投票用紙等交付請求期限 令65の11①

当日用投票用紙受領

3 12月11日 木 開票立会人届出最終日 法62①

※ 選挙立会人届出最終日 法76

投票所へ投票器材の搬入

選挙管理委員会〔12月臨時会②〕

開票立会人くじ施行 法62

※ 選挙立会人くじ施行 法76

2 12月12日 金 選挙公報等配布期限 法170①　審査令31

投開票速報送信テスト

1 12月13日 土 期日前・不在者投票最終日 法48の2、49、49の２②

投票所（直送分）へ投票器材の搬入
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Ⅰ　事務日程

　１　事務日程表

選挙
期日

前（後）
月 日 曜日

主　　　　な　　　　内　　　　容
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※は小選挙区受付市区事務

関係法令

投開票速報送信テスト

0 12月14日 日 【選挙期日】

選挙人名簿抄本の送付 令28

在外選挙人名簿抄本の送付 令65の13、28

≪投票≫〔47投票区投票所〕

不在者投票を指定投票区の投票管理者へ送致 令60②、61②

在外投票を指定在外選挙投票区の投票管理者へ送致 令65の21、65の19、61

期日前投票の投票箱等を開票管理者へ送致 法48の2②　令49の10

投票箱等を開票管理者へ送致 法55

≪開票≫〔ひらつかアリーナ〕

（1） 12月15日 月 ポスター掲示場撤去開始

投票所（直送分）から投票器材の搬出

開票結果報告〔県庁〕
法66③　令74
審査法21

※ 第15区選挙区点検済みの開票結果報告書受理〔県庁〕

（2） 12月16日 火 ※ 第15区選挙区選挙会〔教育会館〕 法80

※ 当選人決定報告・選挙録等送付〔県庁〕 法101①　令85

投票所から投票器材の搬出

（3） 12月17日 水 ポスター掲示場撤去終了

（4） 12月18日 木 臨時職員雇用終了

(5） 12月19日 金

(6） 12月20日 土

(7） 12月21日 日

(8） 12月22日 月 選挙人名簿及び在外選挙人名簿抄本の閲覧再開
法28の2、28の3、30の
12

（9） 12月23日 火

（10） 12月24日 水

（11） 12月25日 木

(12） 12月26日 金 ※ 選挙区選挙長事務書類の引継ぎ〔県庁〕

(15） 12月29日 月 第１回選挙運動費用収支報告書提出期限（小選挙区）[県選管] 法１８９①一

（30） 平成27年
 1月13日

火 選挙訴訟提起期限（小選挙区）[県選管] 法204

（33） 1月16日 金 当選訴訟提起期限（小選挙区）[県選管] 法208

（36） 1月19日 月 供託物返還・没収開始（小選挙区）[県選管] 法９３①一　令９３②

－3－



届出
受理
番号

届出
の別

性別
新現
元別

1
本人
届出

男 新

2
政党
届出

男 前

3
政党
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男 新

1

2

3

4

5

6

7

8

9

告示
の
順序

1

2

3

4

5

社会民主党
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維新
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とう

次世代
じせだい
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とう

ふりがな

政党その他の
政治団体の名称

生活
せいかつ

の党
とう

公明党
こうめいとう

幸福実現党
こうふくじつげんとう

民主党
みんしゅとう

神奈川県 神奈川県茅ケ崎市
昭和61年5月25日

（満28歳）
党湘南地区
委員会職員

ふりがな

日本
にほん

共産党
きょうさんとう

幸
こう

　福
ふく

民
みん

　主
しゅ

社民党
しゃみんとう
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い

　新
しん

小沢
おざわ

　一郎
いちろう

山口
やまぐち

　那
な

津
つ

男
お

釈
しゃく

　量子
りょうこ

海
かい

江田
え だ

　万里
ばんり

略　　称

生
せい

　活
かつ

公
こう

　明
めい

東京都新宿区南元町17番地

東京都千代田区永田町一丁目11番1号
三宅坂ビル

5

3

5

5志位
し い

　和夫
かずお

20

2

平沼
ひらぬま

　赳夫
たけお

9

10

40

東京都世田谷区

東京都文京区

平成26年10月2日

平成25年8月20日

東京都渋谷区千駄ヶ谷4丁目26番7号

安倍
あ べ

　晋三
しんぞう

共産党
きょうさんとう

昭和26年8月29日

昭和24年9月26日

東京都千代田区永田町2-4-3
永田町ビル7階

東京都杉並区

東京都世田谷区

平成25年2月6日

平成25年4月25日

大阪府大阪市中央区島之内1-17-16
三栄長堀ビル

次世代
じせだい

自民党
じみんとう

昭和24年8月31日

最高裁判所裁判官
に任命された年月日

住　　　　　所

吉田
よしだ

　忠智
ただとも

江田
え だ

　憲司
けんじ

平成26年4月1日

　３　最高裁判所裁判官国民審査

東京都新宿区

生年月日

昭和24年2月7日

池上
いけがみ

　政幸
まさゆき

山本
やまもと

　庸幸
つねゆき

山﨑
やまさき

　敏充
としみつ

裁判官氏名

ふりがな

候補者の氏名

池田
いけだ

　東一郎
とういちろう

鬼丸
おにまる

　かおる

木内
きうち

　道祥
みちよし

沼上
ぬまかみ

　とくみつ

（沼上　徳光）

自由
じゆう

民主党
みんしゅとう

Ⅱ　立候補者の氏名等に関する調

　１　衆議院小選挙区選出議員選挙【第１５区（平塚市、茅ヶ崎市、大磯町、二宮町）　定数１】

　２　衆議院比例代表選出議員選挙【南関東選挙区（神奈川県、千葉県、山梨県）　定数２２】

無職

名簿登
載者数

昭和23年1月2日

住　　　　所

東京都千代田区永田町一丁目11番28号
クリムゾン永田町6F

本部の所在地

東京都港区赤坂2丁目10-8

自由
じ ゆ う

民主党
みんしゅとう 選挙区

支部長

日本
にほん

共産党
きょうさんとう

ふりがな
候補者届出政党の名称
（所属団体の名称）

東京都千代田区永田町1丁目11番23号

昭和36年7月31日
（満53歳）

昭和38年1月10日
（満51歳）

東京都千代田区永田町2丁目12番8号
永田町ＳＲビル3階

ふりがな

代表者の氏名

届出
番号

本　籍

東京都

職　　業

神奈川県 神奈川県平塚市

生　年　月　日
（満　歳）

河野
こうの

　太郎
たろう

神奈川県茅ケ崎市
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（注）※印は在外選挙人を含みません。

　２　時刻別投票状況（当日） （注）この表は在外選挙人を含みません。

51,838 105,352

50.25
53.40 54.13

前回投票率との差　（%） △ 3.70 △ 4.06

53,514
51.16

国民審査

422 795
在　外
不在者 373投票者数

43,208 88,232
期日前 8,117 8,208 16,325
当　日 45,024

計 51.16

49.34 50.25
計

49.34
在　外

女 計

前回投票率　　　　　（%） 54.86

男

△ 3.88

投票率（%）
国　内

　　　　区分

選挙名

小選挙区

比例代表

前回投票率との差　（%）

計
投票率（%）

国　内
在　外

△ 3.91

51.90

△ 4.29 △ 4.10
前回投票率　　　　　（%） 55.81 54.28 55.04

49.99 50.94

106,904
51.93 50.02 50.97
20.95 18.00 19.51

54,336 52,568
22 18 40

不在者※ 378 425

計

期日前※ 8,771 8,810 17,581
当　日※ 45,165 43,315

803
在　外

前回投票率との差　（%）

計
国　内
在　外

計

88,480
△ 3.91 △ 4.28 △ 4.10

投票者数

在　外

50.00 50.94
55.80

投票率（%）

前回投票率　　　　　（%）

50.97
20.00 18.00 19.02

425 803
18 39

54.28

54,334 52,572 106,906

55.04

50.03

計

104,595
105

104,700

投票者数

51.93

378

当　日※
期日前※
不在者※

105,154 209,854
45,166 43,317 88,483

8,812 17,581

女 計

105,054 209,649
100 205

20時（確定）

Ⅲ　投票結果に関する調

　１　投票者数及び投票率

国　内
在　外

男

8,769

21

51.89

有権者数

3,650
6,750 4,250 11,000
2,700 950

23,050
26,600 24,050 50,650
13,000 10,050

65,450
39,500 38,300 77,800
33,600 31,850

84,000
45,166 43,317 88,483
42,950 41,050

24.16

2.58 0.90 1.74
6.45 4.05 5.25

16時00分
18時00分
19時30分

43.18 41.23 42.21

32.12 30.32 31.22
37.76
41.06 39.08 40.07

12.43 9.57 10.99
25.43

36.46 37.11

22.89

19時30分
20時（確定）

9時00分
10時00分
11時00分
14時00分

小選挙区

投票者数

投票率（%）

区　　　　分
9時00分
10時00分
11時00分
14時00分
16時00分
18時00分

－5－



　３　投票区別投票者数 （注）※印は在外選挙人を含みません。

男 女 計 男 女 計 男 女 計

小選挙区 1,039 1,015 2,054 51.77 47.63 49.64

比例代表 1,039 1,015 2,054 51.77 47.63 49.64

国民審査 1,033 1,014 2,047 51.47 47.58 49.47

小選挙区 682 701 1,383 52.06 49.23 50.59

比例代表 682 701 1,383 52.06 49.23 50.59

国民審査 681 701 1,382 51.98 49.23 50.55

小選挙区 925 915 1,840 47.78 45.34 46.54

比例代表 925 915 1,840 47.78 45.34 46.54

国民審査 925 915 1,840 47.78 45.34 46.54

小選挙区 1,094 1,146 2,240 53.63 51.90 52.73

比例代表 1,095 1,146 2,241 53.68 51.90 52.75

国民審査 1,093 1,145 2,238 53.58 51.86 52.68

小選挙区 1,101 1,119 2,220 49.64 46.78 48.16

比例代表 1,101 1,119 2,220 49.64 46.78 48.16

国民審査 1,099 1,117 2,216 49.55 46.70 48.07

小選挙区 969 1,047 2,016 51.46 51.68 51.57

比例代表 969 1,047 2,016 51.46 51.68 51.57

国民審査 968 1,046 2,014 51.41 51.63 51.52

小選挙区 749 727 1,476 46.15 44.41 45.28

比例代表 749 727 1,476 46.15 44.41 45.28

国民審査 746 726 1,472 45.96 44.35 45.15

小選挙区 816 829 1,645 45.82 44.36 45.07

比例代表 816 829 1,645 45.82 44.36 45.07

国民審査 815 827 1,642 45.76 44.25 44.99

小選挙区 601 624 1,225 43.24 41.05 42.10

比例代表 601 625 1,226 43.24 41.12 42.13

国民審査 600 623 1,223 43.17 40.99 42.03

小選挙区 1,374 1,262 2,636 40.29 38.88 39.60

比例代表 1,374 1,262 2,636 40.29 38.88 39.60

国民審査 1,365 1,259 2,624 40.03 38.79 39.42

小選挙区 695 673 1,368 37.63 35.38 36.49

比例代表 695 673 1,368 37.63 35.38 36.49

国民審査 690 669 1,359 37.36 35.17 36.25

小選挙区 1,173 1,108 2,281 39.22 37.97 38.60

比例代表 1,173 1,108 2,281 39.22 37.97 38.60

国民審査 1,170 1,104 2,274 39.12 37.83 38.48

小選挙区 1,359 1,332 2,691 40.18 38.35 39.26

比例代表 1,358 1,331 2,689 40.15 38.32 39.23

国民審査 1,353 1,324 2,677 40.01 38.12 39.05

小選挙区 883 911 1,794 48.23 45.78 46.95

比例代表 883 911 1,794 48.23 45.78 46.95

国民審査 879 909 1,788 48.01 45.68 46.79

小選挙区 720 672 1,392 39.71 37.27 38.50

比例代表 721 672 1,393 39.77 37.27 38.52

国民審査 714 665 1,379 39.38 36.88 38.14

小選挙区 1,165 1,142 2,307 45.85 43.46 44.63

比例代表 1,166 1,142 2,308 45.89 43.46 44.65

国民審査 1,164 1,140 2,304 45.81 43.38 44.57

小選挙区 717 661 1,378 46.38 41.52 43.91

比例代表 717 661 1,378 46.38 41.52 43.91

国民審査 716 661 1,377 46.31 41.52 43.88

小選挙区 849 824 1,673 40.99 40.53 40.77

比例代表 849 824 1,673 40.99 40.53 40.77

国民審査 849 825 1,674 40.99 40.58 40.79

Ⅲ　投票結果に関する調

なぎさふれあいセンター

5

4,138

2 県立平塚工科高等学校

市立花水公民館

1 市立なでしこ公民館 2,007

4

2,131

1,310 1,424

2,040 2,208 4,248

2,218

投
票
区

当日有権者数 投票者数 　　　投票率　(%)　

3 市立なでしこ小学校

2,734

1,936 2,018 3,954

6 ＪＡビルかながわ

7 港ベイサイドホール

8 市立太洋中学校

9 市立港小学校

10 市立松原小学校

11 平塚市役所※

12 市立中原中学校

13 市立崇善小学校

14 平塚栗原ホーム

15 市立富士見小学校

16 市立春日野中学校

17 県立平塚看護専門学校

18 南原自治会館

投票所名称 選挙名

2,392 4,610

1,883 2,026 3,909

1,623 1,637 3,260

1,781 1,869 3,650

1,390 1,520 2,910

3,410 3,246 6,656

1,847 1,902 3,749

2,991 2,918 5,909

3,382 3,473 6,855

1,831 1,990 3,821

1,813 1,803 3,616

2,541 2,628 5,169

1,546 1,592 3,138

2,071 2,033 4,104
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　３　投票区別投票者数 （注）※印は在外選挙人を含みません。

男 女 計 男 女 計 男 女 計

Ⅲ　投票結果に関する調

投
票
区

当日有権者数 投票者数 　　　投票率　(%)　
投票所名称 選挙名

小選挙区 934 945 1,879 45.49 43.13 44.27

比例代表 934 945 1,879 45.49 43.13 44.27

国民審査 934 945 1,879 45.49 43.13 44.27

小選挙区 881 836 1,717 43.14 41.00 42.07

比例代表 881 836 1,717 43.14 41.00 42.07

国民審査 881 836 1,717 43.14 41.00 42.07

小選挙区 828 824 1,652 40.75 39.62 40.18

比例代表 828 824 1,652 40.75 39.62 40.18

国民審査 825 819 1,644 40.60 39.38 39.98

小選挙区 1,377 1,270 2,647 37.52 36.42 36.98

比例代表 1,377 1,269 2,646 37.52 36.39 36.97

国民審査 1,367 1,257 2,624 37.25 36.05 36.66

小選挙区 738 655 1,393 43.18 39.06 41.14

比例代表 739 656 1,395 43.24 39.12 41.20

国民審査 737 655 1,392 43.12 39.06 41.11

小選挙区 864 708 1,572 42.00 39.75 40.96

比例代表 864 708 1,572 42.00 39.75 40.96

国民審査 863 708 1,571 41.95 39.75 40.93

小選挙区 975 842 1,817 36.96 35.75 36.39

比例代表 975 842 1,817 36.96 35.75 36.39

国民審査 973 842 1,815 36.88 35.75 36.35

小選挙区 1,224 1,103 2,327 38.80 35.87 37.35

比例代表 1,224 1,101 2,325 38.80 35.80 37.32

国民審査 1,218 1,101 2,319 38.61 35.80 37.22

小選挙区 957 843 1,800 41.85 38.74 40.33

比例代表 957 843 1,800 41.85 38.74 40.33

国民審査 953 839 1,792 41.67 38.56 40.15

小選挙区 691 745 1,436 41.83 41.55 41.68

比例代表 691 745 1,436 41.83 41.55 41.68

国民審査 689 743 1,432 41.71 41.44 41.57

小選挙区 801 726 1,527 47.68 42.43 45.03

比例代表 801 726 1,527 47.68 42.43 45.03

国民審査 799 725 1,524 47.56 42.37 44.94

小選挙区 934 883 1,817 41.59 39.72 40.66

比例代表 933 883 1,816 41.54 39.72 40.64

国民審査 930 878 1,808 41.41 39.50 40.46

小選挙区 1,825 1,778 3,603 42.67 41.58 42.13

比例代表 1,824 1,778 3,602 42.65 41.58 42.11

国民審査 1,815 1,767 3,582 42.44 41.32 41.88

小選挙区 1,802 1,725 3,527 42.63 40.25 41.43

比例代表 1,801 1,725 3,526 42.61 40.25 41.42

国民審査 1,796 1,723 3,519 42.49 40.20 41.34

小選挙区 1,080 1,012 2,092 41.91 39.94 40.93

比例代表 1,080 1,012 2,092 41.91 39.94 40.93

国民審査 1,080 1,011 2,091 41.91 39.90 40.91

小選挙区 1,054 1,022 2,076 47.78 45.67 46.71

比例代表 1,054 1,022 2,076 47.78 45.67 46.71

国民審査 1,054 1,022 2,076 47.78 45.67 46.71

小選挙区 1,123 1,066 2,189 42.65 40.47 41.56

比例代表 1,123 1,066 2,189 42.65 40.47 41.56

国民審査 1,119 1,063 2,182 42.50 40.36 41.43

小選挙区 693 673 1,366 44.91 41.93 43.39

比例代表 693 673 1,366 44.91 41.93 43.39

国民審査 689 673 1,362 44.65 41.93 43.27

19 市立中原小学校

20 市立大原公民館

21 市立大野中学校

22 市立真土小学校

23 市立八幡公民館

24 市立八幡小学校

25 市立大野小学校

26 市立神田公民館

27 市立大神公民館

28 県営横内団地集会所

29 市立城島公民館

30 市立豊田小学校

31 市立金田公民館

32 市立松延小学校

33 市立山城中学校

34 市立勝原小学校

35 市立旭小学校

36 市立吉沢小学校

2,053 2,191 4,244

2,042 2,039 4,081

2,032 2,080 4,112

3,670 3,487 7,157

1,709 1,677 3,386

2,057 1,781 3,838

2,638 2,355 4,993

3,155 3,075 6,230

2,287 2,176 4,463

1,652 1,793 3,445

1,680 1,711 3,391

2,246 2,223 4,469

4,277 4,276 8,553

4,227 4,286 8,513

2,577 2,534 5,111

2,206 2,238 4,444

2,633 2,634 5,267

1,543 1,605 3,148
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　３　投票区別投票者数 （注）※印は在外選挙人を含みません。

男 女 計 男 女 計 男 女 計

Ⅲ　投票結果に関する調

投
票
区

当日有権者数 投票者数 　　　投票率　(%)　
投票所名称 選挙名

小選挙区 456 452 908 40.04 38.90 39.46

比例代表 456 452 908 40.04 38.90 39.46

国民審査 456 452 908 40.04 38.90 39.46

小選挙区 748 671 1,419 37.38 34.59 36.01

比例代表 748 671 1,419 37.38 34.59 36.01

国民審査 745 669 1,414 37.23 34.48 35.88

小選挙区 978 880 1,858 39.47 35.64 37.56

比例代表 977 880 1,857 39.43 35.64 37.54

国民審査 976 880 1,856 39.39 35.64 37.52

小選挙区 946 862 1,808 40.41 39.61 40.03

比例代表 946 862 1,808 40.41 39.61 40.03

国民審査 942 859 1,801 40.24 39.48 39.87

小選挙区 1,354 1,301 2,655 44.54 42.30 43.41

比例代表 1,354 1,301 2,655 44.54 42.30 43.41

国民審査 1,347 1,294 2,641 44.31 42.07 43.18

小選挙区 594 584 1,178 41.54 42.41 41.97

比例代表 594 584 1,178 41.54 42.41 41.97

国民審査 594 583 1,177 41.54 42.34 41.93

小選挙区 1,289 1,326 2,615 45.26 42.26 43.69

比例代表 1,289 1,326 2,615 45.26 42.26 43.69

国民審査 1,283 1,318 2,601 45.05 42.00 43.45

小選挙区 719 614 1,333 38.53 34.91 36.77

比例代表 719 614 1,333 38.53 34.91 36.77

国民審査 716 613 1,329 38.37 34.85 36.66

小選挙区 961 905 1,866 43.68 41.42 42.55

比例代表 961 905 1,866 43.68 41.42 42.55

国民審査 956 905 1,861 43.45 41.42 42.44

小選挙区 582 548 1,130 63.06 57.14 60.04

比例代表 582 548 1,130 63.06 57.14 60.04

国民審査 582 548 1,130 63.06 57.14 60.04

小選挙区 847 810 1,657 41.83 43.97 42.85

比例代表 847 810 1,657 41.83 43.97 42.85

国民審査 845 810 1,655 41.73 43.97 42.80

小選挙区 8,769 8,812 17,581

比例代表 8,771 8,810 17,581

国民審査 8,117 8,208 16,325

小選挙区 378 425 803

比例代表 378 425 803

国民審査 373 422 795

小選挙区 21 18 39 20.00 18.00 19.02

比例代表 22 18 40 20.95 18.00 19.51

国民審査

小選挙区 54,334 52,572 106,906 51.89 50.00 50.94

比例代表 54,336 52,568 106,904 51.90 49.99 50.94

104,595 105,054 209,649 国民審査 53,514 51,838 105,352 51.16 49.34 50.25

37 市立土屋公民館

38 市立金目公民館

39 市立金旭中学校

40 市立みずほ小学校

41 市立岡崎小学校

43 市立旭南公民館

47 市立神明中学校

44 市立横内小学校

45 市立旭北公民館

在 外 投 票

合　　　計

期日前投票※

不在者投票※

46 ふじみ野自治会館

42 市立相模小学校

1,139 1,162 2,301

2,001 1,940 3,941

2,478 2,469 4,947

2,341 2,176 4,517

3,040 3,076 6,116

1,430 1,377 2,807

2,848 3,138 5,986

1,866 1,759 3,625

2,200 2,185 4,385

923 959 1,882

2,025 1,842 3,867

104,700 105,154 209,854

105 100 205
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Ⅲ　投票結果に関する調

　４　期日前投票所別投票者数 （注）この表は在外選挙人を含みません。

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

12月3日 水 48 61 109 48 61 109

12月4日 木 46 78 124 46 78 124

12月5日 金 170 157 327 170 157 327

12月6日 土 380 297 677 380 297 677

12月7日 日 1,157 1,032 2,189 768 671 1,439 168 158 326 221 203 424

12月8日 月 797 779 1,576 589 595 1,184 98 90 188 110 94 204

12月9日 火 1,000 1,014 2,014 733 718 1,451 128 157 285 139 139 278

12月10日 水 1,144 1,178 2,322 814 841 1,655 160 172 332 170 165 335

12月11日 木 826 870 1,696 605 592 1,197 105 140 245 116 138 254

12月12日 金 1,089 1,215 2,304 779 871 1,650 160 146 306 150 198 348

12月13日 土 2,112 2,131 4,243 1,470 1,461 2,931 308 297 605 334 373 707

8,769 8,812 17,581 6,402 6,342 12,744 1,127 1,160 2,287 1,240 1,310 2,550

8,771 8,810 17,581 6,403 6,341 12,744 1,128 1,160 2,288 1,240 1,309 2,549

8,117 8,208 16,325 5,754 5,746 11,500 1,126 1,160 2,286 1,237 1,302 2,539

　５　代理投票及び点字投票

　（１）代理投票

比例代表

国民審査

別館仮設事務室 金目公民館

小
選
挙
区

月　日 曜
全　　体

計

合　計

神田公民館

選挙人の属する本市
の選管委員長に対し
てなした不在者投票

の代理投票

　　　　　　　　区分
 選挙名

小選挙区

　　　　　　　　区分
 選挙名

小選挙区

比例代表

国民審査

期日前投票所に
おける代理投票

57

58

48

0

0

0

当日投票所に
おける代理投票

136

139

126

79

81

78

　（２）点字投票

小選挙区

比例代表

14

14

国民審査

期日前投票所に
おける点字投票

13

13

11

　　　　　　　　区分
 選挙名

14

合　計

27

27

25

当日投票所に
おける点字投票

－9－



本人 代理人

小選挙区 20 284 525 829 147 682 829 0 829 803 26 829

比例代表 20 284 525 829 147 682 829 0 829 803 26 829

国民審査 16 284 519 819 147 672 819 0 819 795 24 819

１　「直接」の「本人」には、使者によるもの（郵便等投票用紙の請求書を使者が届け出た場合を含む。）も算入する。

２　郵便等により請求したものについては、請求者が本人であるか代理人であるかを問わず、「郵便等」に算入する。

３　「直接」の「代理人」には、選挙人からの依頼により指定施設の長（船長、特定国外派遣組織の長を含む）又は

　　その代理人が直接に請求をしたものを算入する。

本人 代理人

小選挙区 1 34 35 35 35 0 35 35 0 35

比例代表 1 34 35 35 35 0 35 35 0 35

国民審査 1 33 34 34 34 0 34 34 0 34

投票用
紙等の
請求

交付
投票
者数

投票用
紙等の
請求

交付
投票
者数

投票送
信用紙
の請求

交付
投票
者数

小選挙区 0 2 2 2 0

比例代表 0 2 2 2 0

国民審査 0 1 1 1 0

　　　　区分

選挙名

投票送
信用紙
の請求

交付
投票
者数

小選挙区 0

比例代表 0

国民審査 0

　　　　区分

選挙名

投票用
紙等の
請求

交付
投票
者数

小選挙区 0 0 0

比例代表 0 0 0

国民審査 0 0 0

投票用紙等の請求

合計
交付を
拒絶し
たもの

合計 直接 計

投票し
なかった
者

計
交付を
拒絶し
たもの

郵送直接

　６　不在者投票用紙の請求、交付及び投票

投　　　票

計
投票
した者

　　　　区分

選挙名

　（２）郵便等投票（法第４９条第２項該当）

　　　　区分

選挙名 計 計郵便等

洋上投票

直　接

　（３）船員の不在者投票

Ⅲ　投票結果に関する調

　（１）全体

投　　　票

投票
した者

投票し
なかった
者

交　　　　　付

合計

　（４）南極地域調査組織に属する選挙人の不在者投票

郵送

　（５）特定国外派遣組織に属する選挙人の不在者投票

投票用紙等の請求 交　　　　　付

直　接
郵便等

　　　　区分

選挙名

指定港における
不在者投票

船舶内における
不在者投票
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第１号
該当者

第２号
該当者

第３号
該当者

第４号
該当者

第５号
該当者

職務に従事 用務で旅行 疾　病
交通至難
の島等

区域外居住

小選挙区 7,514 9,457 564 46 17,581

比例代表 7,513 9,457 565 46 17,581

国民審査 6,988 8,799 498 40 16,325

第１号
該当者

第２号
該当者

第３号
該当者

第４号
該当者

第５号
該当者

職務に従事 用務で旅行 疾　病
交通至難
の島等

区域外居住

小選挙区 32 22 680 34 768

比例代表 32 22 680 34 768

国民審査 28 21 679 33 761

第４項
該当者

第７項
該当者

第８項
該当者

うち第３項
該当者

（代理記載）

小選挙区 35 4 0 0 0 35 803

比例代表 35 4 0 0 0 35 803

国民審査 34 4 0 0 0 34 795

国外投票 洋上投票 南極投票

　　　　　区分

選挙名

　　　　　区分

選挙名

　　　　　区分

選挙名
郵便等投票

Ⅲ　投票結果に関する調

　７　期日前投票者及び不在者投票者の事由

　（１）事由別期日前投票者数

　（２）事由別不在者投票者数

法第48条の2第１項

計

小　計

法第49条

計

期日前投票者数

不在者投票者数

不在者投票者数

第２項該当者

法第48条の2第1項

小　計
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小選挙区 6 79 2 676 5 0 0 0

比例代表 6 79 2 676 5 0 0 0

国民審査 6 74 1 675 5 0 0 0

小選挙区 768 35 803

比例代表 768 35 803

国民審査 761 34 795

投票者数
投票者総数
に占める割

合（％）
投票者数

投票者総数
に占める割

合（％）

小選挙区 106,906 17,581 16.45 803 0.75

比例代表 106,904 17,581 16.45 803 0.75

国民審査 105,352 16,325 15.50 795 0.75

開票管理者
において受
理と決定した

もの

開票管理者
において不

受理と決定し
たもの

計

小選挙区 803 0 0 0 803

比例代表 803 0 0 0 803

国民審査 795 0 0 0 795

投票管理者において
不受理又は拒否と決定したもの

　８　不在者投票管理者別不在者投票数

　　　　　　区分

選挙名

　　　　　　区分

選挙名

投票管理者
において受
理と決定し、
かつ拒否の
決定をしな
かったもの

合計

１０　不在者投票の受理・不受理

　　　　　　区分

選挙名

　９　期日前投票及び不在者投票をした者の割合

南極地域調
査組織の長
に対してなし

たもの

少年院の長
又は婦人補
導院の長に
対してなした

もの

特定国外派
遣組織の長
に対してなし

たもの

Ⅲ　投票結果に関する調

選挙人の属
する市の選
管委員長に
対してなした

もの

選挙人が所
在・居住する
地の市区町
村の選管委
員長に対し
てなしたもの

船長に対し
てなしたもの

病院長、老
人ホームの
長、国立保
養所長、援
護施設又は
保護施設の
長に対して
なしたもの

不在者投票

刑事施設の
長、警察留
置場の留置
業務管理者
に対してなし

たもの

（郵便等
投票）

②

①＋②
　　　　　　区分

選挙名

上記内訳

の計　①

投票者
総　 数

期日前投票
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うち選
挙当日
の投票

うち期
日前投
票

うち不
在者投
票

うち選
挙当日
の投票

うち期
日前投
票

うち不
在者投
票

小選挙区 1 2 2 0 0 3 1 2 2 0 0 3

比例代表 1 2 2 0 0 3 1 2 2 0 0 3

うち選
挙当日
の投票

うち期
日前投
票

うち不
在者投
票

小選挙区 36 1 2 2 0 0 39

比例代表 37 1 2 2 0 0 40

計

小選挙区 0 39

比例代表 0 40

合計

１２　在外投票の受理・不受理

投票管理者にお
いて受理と決定
し、かつ拒否の
決定をしなかっ

たもの

開票管理者にお
いて受理と決定

したもの

開票管理者に
おいて不受理と
決定したもの

期日前投票及び
選挙当日の投票
所における投票

投票管理者において不受理
又は拒否と決定したもの　　　　区分

選挙名

１１　在外選挙人の投票用紙の請求、交付及び投票

　　　　区分

選挙名

投票用紙等の交付件数

Ⅲ　投票結果に関する調

郵便等
投票

投票用紙等の請求件数

郵便等
投票

国内に
おける
投票

国内に
おける
投票

計

2

2

37

38

0

0

　　　　区分

選挙名
在外公
館投票

0

0

計

計

投票者数

郵便等
投票

国内に
おける
投票
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男 女 計 男 女 計

第22回 昭和21年 4月10日
昭和20年衆議院議員選
挙法改正（普通選挙、大
選挙区制限連記制）

第23回 昭和22年 4月25日 77.99 61.79 69.42
衆議院議員選挙法
改正（中選挙区制）

第24回 昭和24年 1月23日 80.88 71.31 75.90

第25回 昭和27年10月 1日 82.84 76.48 79.53
昭和25年公職選挙法
制定

第26回 昭和28年 4月19日 74.57 65.56 69.89

第27回 昭和30年 2月27日 82.10 75.13 78.52

第28回 昭和33年 5月22日 81.58 76.16 78.81

第29回 昭和35年11月20日 76.12 70.63 73.32

第30回 昭和38年11月21日 73.38 71.32 72.35

第31回 昭和42年 1月29日 76.53 76.36 76.44

第32回 昭和44年12月27日 62.56 65.86 64.14

第33回 昭和47年12月10日 68.80 69.99 69.37

第34回 昭和51年12月 5日 70.20 71.17 70.67

第35回 昭和54年10月 7日 61.41 59.52 60.48

第36回 昭和55年 6月22日 73.19 73.74 73.46 衆参同日選挙

第37回 昭和58年12月18日 66.34 66.83 66.58

第38回 昭和61年 7月 6日 65.86 67.67 66.75 衆参同日選挙

第39回 平成 2年 2月18日 64.90 68.20 66.50

第40回 平成 5年 7月18日 59.10 60.40 59.70

第41回 平成 8年10月20日 55.34 57.92 56.61 55.32 57.88 56.58

第42回 平成12年 6月25日 58.45 60.35 59.39 58.39 60.32 59.35

第43回 平成15年11月 9日 56.05 56.83 56.44 56.02 56.81 56.41

第44回 平成17年 9月11日 64.17 66.22 65.19 64.13 66.18 65.14

第45回 平成21年 8月30日 66.58 66.84 66.71 66.56 66.82 66.69

第46回 平成24年12月16日 55.80 54.28 55.04 55.81 54.28 55.04

第47回 平成26年12月14日 51.89 50.00 50.94 51.90 49.99 50.94

平成6年公職選挙法改
正（小選挙区比例代表
制）

Ⅲ　投票結果に関する調

１３　投票率の推移

備　　考

投票率　（%）

小選挙区（中選挙区） 比例代表

（　不　詳　）

回　数 執行年月日
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得票数 得票率  (%) 得票総数 得票率  (%) 当・落

14,721 14.28 39,211 16.85 落

71,580 69.43 155,388 66.79 当

16,799 16.29 38,068 16.36 落

103,100 100.00 232,667 100.00

　（２）開票結果内訳

平塚市開票区 神奈川県第15区

103,100 232,667

0 0

0 0

103,100 232,667

3,806 8,327

106,906 240,994

0 4

0 0

106,906 240,998

3.56 3.46

　（３）時刻別開票速報状況（平塚市開票区）

開票数 開票率  (%)

9,500 8.89
33,500 31.34
63,000 58.93
98,500 92.14

106,906 100.00 確定

　（４）無効投票の内訳
票数

0
164

0

4
0

17
0
8

2,340
635
331
307

3,806

23時00分
23時30分
23時55分

　　　　　　　　　　　　　区　分
　　時　刻

池田　東一郎

河野　太郎

沼上　とくみつ3

22時00分
22時30分

区　　　　　　　　　分

開票確定時刻 23時55分

　ウ　いずれの候補者にも属しない票数

　イ　あん分の際切り捨てた票数

　ク　不受理と決定した票数

　キ　持帰りと思われる票数

　カ　投票総数　　　　　　　（エ＋オ）

　オ　無効投票数

計

23時55分

神奈川県第15区届出
番号

1

2

計

　無効投票率　(%) 　　　　　　　（オ／カ）

　ケ　投票者総数　　　　　　　　（カ＋キ＋ク）

　エ　有効投票数　　　（ア＋イ＋ウ）

Ⅳ　開票結果に関する調

　１　衆議院小選挙区選出議員選挙

　（１）候補者別得票数

　ア　得票総数

候補者名
平塚市開票区

候補者の氏名を自書しないもの
候補者の何人を記載したかを確認し難いもの
白紙投票
単に雑事を記載したもの
単に記号、符号を記載したもの
単に政党名等を記載したもの

無効投票の内訳
所定の用紙を用いないもの

候補者届出政党の届出要件に該当していなかった政党その他の政治団体の届出に係る候
補者、除名、離党その他の事由により当該候補者届出政党に所属する者でなくなった旨の
届出がされた候補者又は候補者届出政党が一の選挙区において重ねて届け出た候補者の
氏名を記載したもの
２人以上の候補者の氏名を記載したもの
被選挙権のない候補者の氏名を記載したもの
候補者の氏名のほか、他事を記載したもの

候補者でない者又は候補者となることができない者の氏名を記載したもの
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得票数 得票率(%) 得票数計 得票率(%) 得票数計 得票率(%) 当選者数

2,316 2.22 92,986 2.39 175,431 2.57 0

16,352 15.70 468,245 12.03 875,712 12.81 3

392 0.38 12,719 0.33 24,052 0.35 0

15,423 14.81 657,974 16.90 1,203,572 17.61 4

2,077 1.99 78,392 2.01 132,542 1.94 0

15,863 15.23 644,576 16.56 1,053,221 15.41 4

2,847 2.73 139,395 3.58 236,596 3.46 0

13,838 13.29 476,309 12.23 813,634 11.90 3

35,033 33.64 1,322,461 33.97 2,321,609 33.96 8

104,141 100.00 3,893,057 100.00 6,836,369 100.00 22

確定

公明党

民主党

社会民主党

次世代の党

日本共産党

生活の党

　（２）開票結果内訳

計

開票確定時刻 23時50分 2時41分

自由民主党

幸福実現党

維新の党

Ⅳ　開票結果に関する調

　２　衆議院比例代表選出議員選挙

　（１）名簿届出政党等別得票数

名簿届出政党等
の名称

神奈川県 南関東選挙区平塚市開票区

区　　　　　　　　　分

　ウ　いずれの候補者にも属しない票数

　ア　得票総数

　イ　あん分の際切り捨てた票数

　エ　有効投票数　（ア＋イ＋ウ）

2,763　オ　無効投票数

　カ　投票総数　　　　　（エ＋オ）

　キ　持帰りと思われる票数

　ク　不受理と決定した票数

　（３）時刻別開票速報状況（平塚市開票区）

　ケ　投票者総数

　無効投票率　(%) 　　　　　（オ／カ）

0

3,893,057

86,472

3,979,529

294

平塚市開票区

104,141

0

0

104,141

106,904

2.17

106,904

2.58

神奈川県計

3,893,057

0

0

11

3,979,834

0

23時40分

23時50分

　　　　　　　　　区　分
　　時　刻

開票数 開票率　（%）

104,141 97.42

106,904 100.00
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Ⅳ　開票結果に関する調

　２　衆議院比例代表選出議員選挙

　（４）無効投票の内訳

票数

0

27

0

0

18

38

0

2

1,713

326

187

452

2,763

無　効　投　票　の　内　訳

所定の用紙を用いないもの

衆議院名簿届出政党以外の政党その他の政治団体の名称又は略称を記載したもの

白紙投票

単に雑事を記載したもの

単に記号、符号を記載したもの

単に個人の氏名を記載したもの

衆議院名簿届出政党等の名称及び略称のほか、他事を記載したもの

衆議院名簿届出政党等の名称又は略称を自書しないもの

衆議院名簿届出政党等のいずれを記載したかを確認し難いもの

計

衆議院名簿の届出要件に該当していなかった政党その他の政治団体又は一の選挙区にお
いて衆議院名簿を重ねて届け出ている政党その他の政治団体の名称又は略称を記載した
もの

衆議院名簿登載者の全員につき、抹消の事由が生じており又は除名、離党その他の事由に
より当該衆議院名簿届出政党等に所属する者でなくなった旨の届出がされている場合の当
該衆議院名簿に係る政党その他の政治団体の名称又は略称を記載したもの

２以上の衆議院名簿届出政党等の名称又は略称を記載したもの
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投票区分 平塚市開票区 神奈川県計

罷免を可とする投票の数 10,304 385,338

罷免を不可とする投票の数 90,857 3,378,011

記載を無効とされたものの数 0 0

罷免を可とする投票の数 11,482 439,957

罷免を不可とする投票の数 89,679 3,323,392

記載を無効とされたものの数 0 0

罷免を可とする投票の数 11,408 439,455

罷免を不可とする投票の数 89,753 3,323,894

記載を無効とされたものの数 0 0

罷免を可とする投票の数 9,537 364,584

罷免を不可とする投票の数 91,624 3,398,765

記載を無効とされたものの数 0 0

罷免を可とする投票の数 11,360 438,545

罷免を不可とする投票の数 89,801 3,324,804

記載を無効とされたものの数 0 0

1時00分 3時10分

平塚市開票区 神奈川県計

101,161 3,763,349

4,078 121,177

105,239 3,884,526

113 3,161

0 4

105,352 3,887,691

3.87 3.12

0 0

　（３）無効投票の内訳

票数

0

4,041

35

4,076

0

2

0

0

0

2

Ⅳ　開票結果に関する調

　３　最高裁判所裁判官国民審査

　（１）裁判官別得票数

　（２）開票結果内訳

開票確定時刻

区　　　　　　　分

裁判官の氏名

鬼丸　かおる

木内　道祥

池上　政幸

山本　庸幸

山﨑　敏充

　ア　有効投票数

　イ　無効投票数

　ウ　投票総数　　（ア＋イ）

　エ　持帰りと思われる票数

　オ　不受理と決定した票数

　カ　投票者総数　　（ウ＋エ＋オ）

裁判官２人以上の場合、そのすべてについて記載を無効とされたもの

計

成規の用紙を用いないもの

審査に付される裁判官の氏名のほか、他事を記載したもの

　無効投票率　(%)　 （イ／ウ）

　記載無効のあった票数

審査に付される裁判官の氏名以外の事項のみを記載したもの

審査に付される裁判官の氏名を自書しないもの

審査に付される裁判官の何人を記載したかを確認し難いもの

計

区　　分

点字投票以外の
投票

点字投票

無効投票の内訳

成規の用紙を用いないもの

×の記号以外の事項を記載したもの

－18－



４ｋ㎡未満
４ｋ㎡以上
８ｋ㎡未満

８ｋ㎡以上 ４ｋ㎡未満 ４ｋ㎡以上

32 3 0 12 0 47

226 24 0 96 0 346

公園 道路 学校 その他 企業等 寺社 その他

121 22 69 64 32 13 25 346

同条第1項第2号 同条第1項第3号

学校 公民館 公会堂 選管指定施設

86 26 1 9 122

個人演説会 0 0 0 0 0

（うち公費負担） (0) (0) (0) (0) (0)

政党演説会 0 0 0 0 0

比例代表 政党等演説会 0 0 0 0 0

　３　選挙公報

　（１）配布状況

折込み日
（曜日）

折込み新聞紙
（50音順）

折込み
部数

　12月10日
（水）

朝日、神奈川、
産経、東京、日
本経済、毎日、
読売

87,050 203 690 2,500

市役所
・分庁舎

公民館 その他 農協・漁協 その他

2 25 13 9 1 50

市施設

　（２）補完場所の内訳

小選挙区：ブランケット　2頁
比例代表：ブランケット　4頁
国民審査：ブランケット　2頁

直接郵送
部数

寮等配布
部数

補完場所
補完部数

公報の規格
及び頁数

計
その他

新聞折込み

施　設　数

使　用
度　数

小選挙区

　２　公営施設使用の個人演説会等

区　　　分
法第161条第1項第1号

計

計

計
１千人以上５千人未満 ５千人以上１万人未満

公共用地 民有地

Ⅴ　選挙公営に関する調

　１　ポスター掲示場

　（１）登録者及び面積別設置数

　（２）設置箇所の内訳

選挙人名簿登録者数

　　　　　　　　　　　　　　面　積
　区　分

投　票　所　数

掲示場設置数
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投票区 建物の名称 所在地 投票区域

1 平塚市立なでしこ公民館図書室 撫子原12番54号 花水台、撫子原、唐ケ原

2 県立平塚工科高等学校体育館 黒部丘12番7号 黒部丘

3 平塚市立なでしこ小学校体育館 花水台42番1号 菫平、虹ケ浜

4 なぎさふれあいセンター体育館 袖ケ浜20番1号 龍城ケ丘、袖ケ浜

5 平塚市立花水公民館会議室 桃浜町34番34号 桃浜町、松風町

6 ＪＡビルかながわ２階ミーティングスペース 八重咲町3番3号 八重咲町、代官町

7 湘南バンク港ベイサイドホール玄関ホール 夕陽ケ丘66番1号 夕陽ケ丘、久領堤

8 平塚市立太洋中学校３号館１階被服室 高浜台7番1号 高浜台、千石河岸

9 平塚市立港小学校体育館 夕陽ケ丘22番1号 幸町、札場町

10 平塚市立松原小学校体育館１階理科室 天沼7番10号
天沼、堤町、長瀞、中堂、馬入、老松町、
八千代町、榎木町、馬入本町、須賀

11 平塚市役所別館仮設事務室 浅間町12番1号 宮松町、浅間町、宮の前、宝町

12 平塚市立中原中学校被服室 御殿4丁目5番1号 中原3丁目、御殿3丁目～4丁目、中原下宿

13 平塚市立崇善小学校体育館 浅間町4番3号 錦町、見附町、紅谷町、明石町

14 平塚栗原ホーム玄関ホール 立野町31番20号 豊原町、立野町、追分

15 平塚市立富士見小学校体育館 中里10番1号 平塚1丁目～4丁目

16 平塚市立春日野中学校体育館 中里33番1号 中里、上平塚、桜ケ丘、平塚5丁目

17 県立平塚看護専門学校新館玄関ホール 諏訪町20番12号 達上ケ丘、諏訪町、富士見町

18 南原自治会館集会室 南原2丁目16番12号 南原1丁目～4丁目

19 平塚市立中原小学校体育館１階理科室 御殿2丁目8番9号 御殿1丁目～2丁目、中原2丁目16番～26番

20 平塚市立大原公民館Ａ・Ｂ会議室 大原1番15号
新町、大原、中原1丁目、
中原2丁目1番～15番

21 平塚市立大野中学校体育館 東中原1丁目12番1号 東中原1丁目～2丁目

22 平塚市立真土小学校体育館１階図工室 西真土4丁目3番1号
西真土1丁目～4丁目、東真土1丁目、
東真土2丁目5番～20番、
東真土3丁目～4丁目

23 平塚市立八幡公民館会議室 西八幡1丁目10番22号 西八幡1丁目～4丁目

24 平塚市立八幡小学校体育館特別教室 東八幡3丁目8番1号 東八幡1丁目～5丁目

25 平塚市立大野小学校体育館 東真土2丁目1番1号
四之宮3丁目～6丁目、
東真土2丁目1番～４番

26 平塚市立神田公民館集会室 田村3丁目12番5号
田村1丁目～3丁目・５丁目・7丁目、
四之宮7丁目

27 平塚市立大神公民館大ホール室 大神2391番地の1 大神、吉際

28 県営横内団地集会所ホール室 横内3130番地
横内3057番地・3068番地・3130番地・
3227番地～3236番地・3773番地以降

29 平塚市立城島公民館集会室 小鍋島271番地の1 城所、下島、大島、小鍋島

30 平塚市立豊田小学校体育館 豊田宮下552番地
北豊田、豊田打間木、豊田小嶺、
豊田平等寺、豊田本郷、豊田宮下、
東豊田、南豊田

31 平塚市立金田公民館体育館 入野108番地の1 入野、寺田縄、長持、飯島、入部

Ⅵ　投・開票所及び投・開票管理者等に関する調

　１　投票所及び開票所

　（１）投票所及び投票区域

－20－



投票区 建物の名称 所在地 投票区域

Ⅵ　投・開票所及び投・開票管理者等に関する調

　１　投票所及び開票所

　（１）投票所及び投票区域

32 平塚市立松延小学校体育館 纒226番地 徳延、纒

33 平塚市立山城中学校体育館 高村166番地 高根、万田

34 平塚市立勝原小学校体育館１階第２音楽室 高村45番地 出縄、高村

35 平塚市立旭小学校体育館１階図工室 河内307番地 公所、日向岡1丁目～2丁目

36 平塚市立吉沢小学校体育館 上吉沢465番地 上吉沢、下吉沢、めぐみが丘1丁目～2丁目

37 平塚市立土屋公民館集会室 土屋1864番地の1 土屋

38 平塚市立金目公民館図書室 南金目966番地 南金目、千須谷、片岡1033番地～1061番地

39 平塚市立金旭中学校２棟１階第２音楽室 広川12番地 片岡（1033番地～1061番地を除く）、広川

40 平塚市立みずほ小学校体育館 北金目2丁目39番1号
北金目、真田、北金目1丁目～4丁目、
真田1丁目～3丁目

41 平塚市立岡崎小学校体育館 岡崎3430番地 岡崎

42 平塚市立相模小学校体育館 田村6丁目9番1号 田村4丁目・6丁目・8丁目・9丁目

43 平塚市立旭南公民館大ホール 山下1096番地の1 山下

44 平塚市立横内小学校会議室 横内2687番地
横内401番地～3772番地
（3057番地・3068番地・3130番地・
3227番地～3236番地を除く）

45 平塚市立旭北公民館会議室 河内440番地 河内、根坂間

46 ふじみ野自治会館２階集会室 ふじみ野1丁目23番11号 ふじみ野1丁目～2丁目

47 平塚市立神明中学校被服室 四之宮1丁目10番1号 四之宮1丁目～2丁目
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不在者投票
場所併設

有

有

有

市役所 学校 公会堂 公民館
体育館

（学校以外
のもの）

集会施設 その他 計

投票所 1 27 0 12 1 4 2 47 3

期日前
投票所

1 0 0 2 0 0 0 3 0

開票所 0 0 0 0 1 0 0 1 1

借上げ料
を要した
施設数

即日開票

所在地

　9時00分
　　　　　～18時00分

　平成26年12月7日
　　　　～　平成26年12月13日

平塚市立神田公民館
会議室

　（４）投・開票所に使用した施設の内訳

区　分

施　　　　　設　　　　　数

備　　考開閉時刻

　20時50分　開始
 　 1時00分　閉鎖（国民審査）

　平成26年12月7日
　　　　～　平成26年12月13日

ひらつかアリーナ
（ひらつかサン・ライフアリーナ）

　平成26年12月3日
　　　　～　平成26年12月13日

平塚市立金目公民館
図書室

投票時間

　8時30分
　　　　～　20時00分

　（３）開票所

開票所の名称

所在地

平塚市中堂
246番地の1

設置期間

平塚市浅間町
12番1号

　9時00分
　　　　　～18時00分

平塚市田村3丁目
12番5号

Ⅵ　投・開票所及び投・開票管理者等に関する調

　１　投票所及び開票所

　（２）期日前投票所

平塚市役所
別館仮設事務室

建物の名称

平塚市南金目
966番地
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Ⅵ　投・開票所及び投・開票管理者等に関する調

投
票
区

投票管理者
投票管理者
職務代理者

投
票
区

投票管理者
投票管理者
職務代理者

1 相原　　信昭 熊川　　泰成 26 杉森　　　　宏 岡田　　　　博

2 岩﨑　　浩臣 小峰　　直子 27 石川　　眞人 相原　　輝雄

3 原　　　　　正 坂田　　　　剛 28 武井　　　　隆 生沼　　邦保

4 二宮　　直子 浦田　　稔雄 29 橘川　　　　清 髙梨　　里志

5 平井　　　　悟 坂田　　啓太 30 川口　　　　守 鎌田　　安之

6 田丸　　勝巳 山口　　洋一 31 石川　　清人 飯田　　健一

7 大野　　　　悟 柳川　　喜男 32 間宮　　芳夫 土屋　　真人

8 内藤　　　　寛 佐伯　　啓介 33 相澤　　史幸 須藤　　大助

9 中村　　純也 西山　　靖朗 34 新倉　　好人 山口　　　　悟

10 内田　　　　徹 武井　　　　敬 35 和田　　芳男 石塚　　哲夫

11 河野　　滋之 原　　　　正弘 36 小泉　　　　宏 若林　　正興

12 荒　　　　正夫 井澤　　映子 37 石井　　利昌 井上　　光一

13 井上　　純一 八田　　　　貴 38 鈴木　　千代治 栁泉　　玲子

14 高橋　　孝祥 柏木　　尚夫 39 宮川　　康樹 端山　　博実

15 齊藤　　義行 鈴木　　雄二郎 40 二見　　博幸 鈴木　　英樹

16 川田　　安彦 中戸川　　泰彦 41 荒川　　　　薫 杉山　　　　茂

17 古矢　　　　守 三田　　浩史 42 古尾谷　　　哲 杉山　　秀司

18 今井　　修己 高橋　　哲也 43 久保田　　　寛 吉澤　　達夫

19 遠藤　　正人 宮脇　　正樹 44 鈴木　　　　広 堂道　　　　誠

20 大野　　　　勉 磯部　　達男 45 瀬戸　　雅史 鳥居　　　　昌

21 高橋　　勇二 高倉　　謙一 46 小川　　喜久雄 篠崎　　光徳

22 曽我　　一章 石川　　　　泉 47 森　　　達　之 舛水　　稔巳

23 諸伏　　安男 馬鳥　　啓一

24 柏木　　　　毅 小泉　　一郎

25 大野　　富雄 藤原　　　透

　２　投票管理者及び開票管理者等

　（１）投票管理者及び職務代理者一覧

－23－



期日前投票所 月　　日 投票管理者 投票管理者職務代理者

12月 3日（水） 小林　保雄

12月 4日（木） 陶山　豊彦

12月 5日（金） 後藤　輝彦

12月 6日（土） 髙梨　孝治

12月 7日（日） 安池　雅美

12月 8日（月） 後藤　輝彦

12月 9日（火） 陶山　豊彦

12月10日（水） 杉山　善彌

12月11日（木） 穂坂　光俊

12月12日（金） 杉山　善彌

12月13日（土） 髙梨　孝治

12月 7日（日） 矢木　あらた

12月 8日（月） 五十嵐　千恵

12月 9日（火） 初見　信也

12月10日（水） 井上　達也

12月11日（木） 増田　幸史

12月12日（金） 加瀬　幸一

12月13日（土） 中村　隼輔

12月 7日（日） 田中　恵美子

12月 8日（月） 杉山　秀司

12月 9日（火） 星野　健太郎

12月10日（水） 堀岡　信康

12月11日（木） 田仲　俊樹

12月12日（金） 古尾谷　哲 毛木　美裕

12月13日（土） 山木　　正 内山　未来子

開票管理者 開票管理者職務代理者

髙梨　孝治 陶山　豊彦

杉山　善彌 後藤　輝彦

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　区　分
　　選挙名

小選挙区選出議員選挙
最高裁判所裁判官国民審査

比例代表選出議員選挙

市立金目公民館
図書室

市立神田公民館
会議室

大野　　守

山木　　正

Ⅵ　投・開票所及び投・開票管理者等に関する調

　（２）期日前投票管理者及び職務代理者一覧

　２　投票管理者及び開票管理者等

市役所
別館仮設事務室

武田　　仁

　（３）開票管理者及び職務代理者一覧
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Ⅵ　投・開票所及び投・開票管理者等に関する調

　２　投票管理者及び開票管理者等

47

　（５）期日前投票立会人数

3

小選挙区
国民審査

比例代表

小選挙区
国民審査

比例代表

　（４）投票立会人数

　（６）開票立会人数

投票所数

投票所数 選挙管理委員会
の選任した者

候補者の届出
による者

　　　　　区分

 選挙名

　　　　　区分

 選挙名

投票立会人数（実人数）

選挙管理委員会
の選任した者

94

投票管理者の
選任した者

0

投票立会人数（実人数）

名簿届出政党等の
届出による者

―

6

日本共産党

41

投票管理者の
選任した者

0

候補者届出政党の
届出による者

2

―

0

1

選挙管理委員会
の選任した者

0

0

開票管理者の
選任した者

0

0

1

―

0

1

開票立会人数

公明党

0

1

自由民主党

1

1

社会民主党 無所属

1

0

党派別開票立会人数

1

1

民主党

0

1

幸福実現党
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投　票
管理者

職　務
代理者

臨時に職
務を管掌
した者

計 選管書記 市職員 その他 計

47 0 0 47 0 245 110 355 402

投　票
管理者

職　務
代理者

臨時に職
務を管掌
した者

計 選管書記 市職員 その他 計

10 0 0 10 3 36 39 78 88

開　票
管理者

職　務
代理者

臨時に職
務を管掌
した者

計 選管書記 市職員 その他 計

1 ― ― 1 7 170 2 179

― ― ― ― (7) (30) (2) (39)

比例代表 1 ― ― 1 7 171 3 181

1 ― ― 1 7 81 28 116

(1) ― ― (1) (7) (30) (3) (40)

計 2 ― ― 2 7 362 28 397

職　　名 備　　考 職　　名 備　　考

事務局長 専任 主　管 併任

主　管 専任 主　査 併任

主　査 専任 主　査 併任

主　任 専任 主　査 併任

主　任 専任 主　査 併任

主　事 専任 主　任 併任

主　事 専任

　（８）開票管理者及び開票事務従事者数

国民審査

小選挙区

Ⅵ　投・開票所及び投・開票管理者等に関する調

　（７）投票管理者及び投票事務従事者数

　２　投票管理者及び開票管理者等

投票管理者 投票事務従事者

　　　区分

選挙名

委員長

※（　）内は兼務者数

職　　　名

委　　員

合計

期日前投票管理者 期日前投票事務従事者

合計

開票管理者 開票事務従事者

　３　選挙管理委員会委員及び事務局職員

　（１）選挙管理委員会委員

湯浅　聖巳

　（２）選挙管理委員会事務局職員

委　員（委員長職務代理者）

氏　　　名

氏　　　名

髙梨　孝治

杉山　善彌

後藤　輝彦

陶山　豊彦

大橋　　季恵

大沢田　尊保

加治屋　博史

河村　　裕介

氏　　　名

委　　員

小森谷　道大

武田　   仁

石丸　亮介

小泉　友里恵

築山　　幸司

永原　崇史

田窪　佳祐

太田　　貴之
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平塚市役所 〒254-8686 平塚市浅`間町9-1 倉0463-23-1111 曲0463-23-9467
□ 広報ひらつか 第1020号

第
４７
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙

誠
意
を
持
っ
て
、
職
務
に
取

り
組
み
ま
す

市の職貝  O給得などの状況

① 職 員 数  前年より31人増え、2,34人に

平成26年 4月 1日 現在の職員数は2,344人で、業務量の増加にともな

い、前年に比べ31人増えました。内訳 tよ、病院 下水道などの公営企

業等会計部門で30人 、一般行政部門で6人増えた一方、教育 消防の

特別行政部門で5人減りました。また、市民1万人当たりの職員数は91

人になりました。

② 給 与 な ど の 状 況 人件費率は前年上ヒでほtま横ばい

1 人件賢

市の会計のうち、病院企業会計などを除いた平成25年度普通会計決

算では142億 9619万円です。特別職に支給する給与 報酬なども含み

ます。人件費率は前年に比べ、約02す (増加しました。

務や困難な業務などに支給する「特殊勤務手当」、退職時に支給する「退職

手当」などのほか、「時間外勤務手当」などがあります。

1 期末・勤勉手当 (平成25年 度実横 )

2 退職手当 (平成25年度実績)

職員1人 当たり平均支給額 tよ 、平成25年度に退職 した職員に支給 した平

均額です。国家公務員は、平成25年度中に退職手当の支給率を変更しまし

た。上段が平成25年 9月 30日 まで、下段が10月 1日以降の支給率です。

区分
平 冥市

勧奨・定年

支給率

勤統20年 2303月 分 287875月 分
2303月 分

2162月 分

287875月 分

27025月 分

勤続25年 3283月 分 38955月 分
3283月 分

3082月 分

38955月 分

3657月 分

勤続35年 4655月 分 5586月 分
4655月 の

437月分

5586月 /刀ペ

5244月 分

最高限度額 5586月 分 5586月 分
5586月 分

5244月 /刀`

5586月 分

5244月 分

そのほかの
加箕措置

定年前早期退職特例措置
12～ 200/O加算)、 調整額

定年前早期退職特例措置
12～ 20°/。加算)、 調整額

職員 1人 当た り平均支給額

(平成25年度決算 )

407万円 2.527万 円

11年 385年

④特別職の給与と報酬

平成 25年 4月 1日 ～9月 30日 、平 成 26年 4月 1日 ～平 成 27年 4月 29日 では 、市

長 は給料 月額 の 20°/。 、副市 長 tよ給料 月額 の 10°/oを減 額 して い ます 。平 成 25

年 10月 1日 ～平 成 26年 3月 31日 で は、市長 は給料 月額 の 25°/O、 副市長 は給料

月額の 15°/Oを減額 しま した。平 成 26年 4月 1日 現在 の給料 月額 、議員報 酬 の

額 は次 の とお りです 。

⑥ 平塚市職 員 の法令 の連 守等 に関す る条例

職員の法令の連守と倫理の保持を図るため、平成26年 10月 1日 に制定し

ました。今後も、市民からの信頼の確保と公正な市政運営に、取り組んで

いきます。

※金額 は1万 円未満の端数 を切 り捨てているため、合計が合 わない所があ ります。

年末 Iよ ごみの量方

(プラスチック製容

て出 しましょう。日

「八王子道沿いの

関連遺跡 (写真)な ど

12月 21日 (日 )午盲

約43¶。荒天中止 t

集合。前鴬神社(四テ
日  コース名 全員

フ ァクス メールで

社 会 教育 課む 3581

予ガイドと巡

2簡
玲 る給 与 の総額 で

胸

す。職 員手 当 には、退 職手 当 を  690

含

拿 轟挑生 桂 普通会計決 算 で は “

0

110億 9381万 円 で 、 平 成 25年 4 630

月1日現 在 の職 員数 1770人 で計

算 しま した。 2 22年度 23年′▼ 24年度 25年度

・２
月
１４
Ｈ
（＝
）は
、
衆
議
院
議

員
総
選
挙
と
最
高
裁
判
所
戎
判
官

国
民
審
査
の
投
票
日
で
す
。
衆
議

院
議
員
総
選
挙
は
、
小
選
挙
区
と

比
例
代
表
の
２
つ
の
選
挙
、
国
民

絡
介
は
信
任
投
票
で
す
。

投
票
所
入
場
堆
Ⅷ
券
を
１２
月
上

句
に
郵
送
し
ま
す
。
屈
か
な
い
場

合
な
ど
は
選
挙
管
理
委
員
会
Ｖ
務

局
に
お
円
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

紛
失
し
て
し
ま
っ
た
易
合
も
、
投

票
で
き
ま
す
。

◆
期
日
前
投
票
は
３
カ
所
で

選
挙
当
日
に
、仕
事
や
レ
ジ
ャ
ー

な
ど
の
予
定
で
投
票
で
き
な
い
方

は
、
投
票
所
入
場
推
理
券
を
持
っ

て
別
日
前
投
票
所
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

路
型
券
の
芸
面
に
印
刷
さ
れ
て

い
る
期
日
前
投
票
宣
響
普
に
、
生

年
月
Ｈ
・期
日
前
投
票
を
す
る
日
・

湘
南
ひ
ら
つ
か
ふ
れ
あ
い

マ
ー
ケ
ッ
ト
　
朝
市

地
元
正
の
新
鮮
な
魚
や
野
来
、

名
産
品
の
販
売
や
ダ
ン
ベ
ル
体
操

な
ど
を
し
ま
す
。
景

‐１ギ‐
が
当
た
る

抽
選
会
も
開
催
し
ま
す
。

‐２
月
２‐
Ｈ
（Ｈ
）午
山
７
時
～
８

時
。
小
雨
洪
行
。
総
合
公
岡
前
駐

車
坊
。

□
　
産
業
扱
興
課
倉
２‐
‐
９
７
５

８
，
当
日
の
午
前
６
時
～
８
時
３０

分
は
開
催
本
部
ａ
剛
１
３
２
１
５

１
０
１
０
６
へ
。

競
輪
場
　
ロ
グ
ス
テ
ー
ジ
イ

ベ
ン
ト

‐２
月
１３
Ｈ
（土
▼

１４
日
（日
）、

午
前
Ю
時
～
午
後
５
時
。
平
塚
競

輸
勃
（久
領
堤
５
１
１
）。
入
場
料

剛
円
（Ъ
炭
未
満
は
無
料
）。

テ
ツ
”
”
僻
ト
モ
お
笑
い
ラ
イ
プ

‐３
日
、午
後
０
時
２５
分
・ユ
時
５５
分
。

烈
車
峨
隊
ト
ッ
キ
ュ
ウ
ジ
ャ
ー

（左
写
真
）
シ
ョ
１
　
１４
日
、
午
後

若
順
）。

同
　
必
攣
事
項
を
、
フ
ァ
ク
ス
・

は
が
き
で
、
〒
以
―
剛
村
浜
市
神

奈
川
区
沢
澁
４
１
２
県
社
会
「‐１祉

士
会
合
腑
１
３‐７
‐
２
０
４
５
阻
腑

‐
３‐７
‐
２
０
４
６
へ
。

理
由
を
記
入
し
、
投
票
し
て
く
だ

さ
い
。

市
役
所
別
館
仮
設
事
務
生
（江
鵬

中
学
校
北
側
）

１２
月
３
日
（水
）

～
・３
日
（土
）、
午
前
８
時
３。
分
～

午
後
８
時
。

※
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

は
７
日
（日
）～
１３
日
（土
）

金
日
公
民
館
図
書
生

・
榊
Ⅲ
公
民

館
会
議
篤
　
７
日
（日
）
～
１３
日

（上
）、
午
前
９
時
～
午
後
６
時
。

□
　
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
奮

０
時
５５
分

・
２
時
３０
分
。

詳
し
く
は
平
塚
競
輪
場
ウ
ェ
ブ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

圃

一半
彗
槻
鞠
場
ａ
２‐
‐
３
９
３
５

伊
豆
市
の
観
光
物
産
展

‐２
月
■
日
（本
）
～
１４
日
（Ｈ
）、

午
前
Ю
時
～
午
後
６
時
（１４
日
は

午
後
５
時
ま
で
）。
市
民
プ
ラ
ザ
。

圃
　
文
化

・
交
流
課
む
２５
‐
２
５

ク
リ
ス
マ
ス
ピ
ー
チ
フ
ェ
ス
タ

洲
市
ベ
ル
マ
ー
レ
ひ
ら
つ
か

ビ
ー
チ
パ
ー
ク
ヴ
】
争
目
営
Ｓ
ｇ

（高
浜
台
３３
１
‐
）
で
、
す
て
き
な

ク
リ
ス
マ
ス
を
過
ご
し
ま
せ
ん

か
０

‐２
月
２‐
日
（Ｈ
）～
２３
日
（机
）、

午
後
４
時
３０
分
～
９
時
に
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
を
点
灯
し
ま
す
。

２３

日
の
日
中
は
各
種
ビ
ー
チ
ス
ポ
ー

ツ
の
大
会
を
開
き
ま
す
。

岡
一　
洲
市
ひ
ら
つ
か
ピ
ー
チ
セ
ン

タ
ー
倉
２３
‐
４
７
８
１

僚
り
ま
す

。
ま
つ
て
く
だ
さ
い

不
川
品
の
登
録
や
あ
っ
せ
ん
を

飩
時
、
電
話
な
ど
で
受
け
付
け
ま

す
。
訃
し
く
は
市
ウ
ェ
ブ
で
確
認

で
き
ま
す
。

嶺
り
ま
す
　
セ
ミ
ダ
ブ
ル
ベ
ッ

ト
、
低
子
ビ
ア
ノ
な
ど
。

圃
　
リ
サ
イ
ク
ル
ブ
ラ
ザ
金
５‐
―

3 平均給料月額と平均年齢

平成26年 4月 1日現在の平均です。平成25年 10月 1日 ～平成26年 3月 81

日まで給与を減額していました。国家公務員は平成24年 4月 1日 から2

年間、給与を減額していました。

③各種手当の状況

民間企業のボーナスなどに相当する「期末手当 勤勉手当」、全国各
地の民間の賃金や物価などを考慮して支給する「地よ,立手当」、危険な業

テ レビ朝 日 束映 AG

区分

1

期末・勤勉手
当の支給割合

分

役職加算  5～ 200/O加算措置の状況

主な地区名

紅谷町、宝町、錦町、
明石町、宮の前、見「ll

立野町、浅問町、追ι
宮松町

港

富士見、南原、松原

花水、なでしこ

土屋、金日、真田

旭南

旭北、吉沢

金田、岡崎、豊田、
ふしみ野、中原下宿

真上、四之宮、八幡

大神、田村、横内、期

中原、御殿、松が丘、

新町、東中原、大原額 (A) 実質収支 人件 ! B
0147万円

…↓…裂貝1人当たり給与ザヤ

持ち込む場合tよ、事Ⅳl

臨時ごみの収集
循環型社会推進課□

燃せるごみ

環境事業引ごみの

持ち込み 燃せないご

粗大ごみ獨

持ち込み

小動物焼望
小動物

引き取り
循環型社ぢ

し尿

12月 9日 (メ

は、申し彪
12月 24日 C
96へ。

給与賢
船 理   1 酷 国手 当  I営日茉・ヨh●カエ 当

計
職貝 1人当
たり給与費

110億 9,381万円 OZじ力 円

区分
一般 行Π文 技 脅B勇

平均給料月額 平 均年 陥 平均給料月額 平均年齢

317843円 394青孟 329502円 46 7歳

国 335000円 435歳 287992円 501歳

給 料 月額 な ど

給料
f『長

副市長

600円

746.100円

計 380月 分
(6月 期180月 分+12月期200月 分)

貝

酬

議

報

615000円
計 385月 分

(6月 期180月 分+12月 期205月 分)
副議長 540000円

502000円



衆議院小選挙区選出議員選挙 選挙公報
神奈川県第15区選挙区(平嫁市、茅ヶ崎市、中郡)

利I奈 川 り:こ 選 挙 竹 州!委 員 会

平成26年 12月 14日 執行

自
民
党

公
認

小
真
純

一
郎
元
総
里
が
覚
関
の
反
対
を
栄
り
越
え
て
郵
政
改
革
を
成

し
逃
げ
た
の
は
初
当
選
か
ら
３
２
年
後
で
し
た
．
回
民
の
た
め
に
必
要

な
こ
と
は
、私
も
し
っ
か
り
と
信
念
を
貫
き
ま
す
。

国
民
作
金
の
保
険
料
納
付
率
は
４
制
以
下
。
”し
の
ま
ま
で
は
将
来
の

年
金
が
減
狐
さ
れ
る
人
が
脱
出
し
ま
す
。
国
民
年
金
の
納
付
率
が
下
が

る
と
厚
生
牛
金
か
ら
国
民
年
金

へ
の
拠
出
金
が
増
え
、
厚
生
年
金

の
減

額
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。
国
民
年
金
は
す
べ
て
の
国
民
が
清
狐
の
基
礎

年
金
を
受
け
取
れ
る
税
方
式
に
改
め
る
べ
き
で
す
。

厚
生
年
金
も
少
子
化
の
影
零
を
受
け
に
く
い
樹
立
方
式
に
移
行
す
る

べ
き
で
す
．信
頼
さ
れ
る
年
金
制
度
が
、
日
本
継
滞
の
柱
で
あ
る
個
人
消

費
の
拡
大
に
つ
な
が
り
ま
す
。

煉
発
の
再
線
慟
の
前
に
は
安
全
性
を
厳
密
に
判
断
す
る
の
は
も
ち
ろ

ん
、
原
発
か
ら
出
る
使
用
済
み
核
然
料
の
処
理
に
つ
い
て
、国
民
的
な
今

意
形
成
が
必
要
で
す
。

再
稼
働
さ
れ
た
原
発
も
処
設
後
４
０
年
で
跳
炉
に
し
て
い
く
と
２
０

５
０
年
に
出
水
も
脱
原
発
を
実
現
し
ま
す
。
そ
の
間
は
、
化
石
燃
料
の
中

で
減
も
ク
リ
ー
ン
な
天
然
ガ
ス
で
代
帯
し
、
時
間
を
か
け
て
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
拡
大
し
て
い
く
べ
き
で
す
。
温
暖
化
対
策
と
し
て
、中
国

や
イ
ン
ド
の
旧
式
の
石
及
火
力
発
電
所
を
日
本
の
最
新
の
石
炭
火
力
発

電
で
世
き
狭
え
る
べ
き
で
す
。

中
長
期
的
に
は
燃
料
費
が
か
か
ら
な
い
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
上

役
に
な

つ
て
い
き
ま
す
。
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
地
域
分
散
型

エ
ネ

ル
ギ
ー
で
す
か
ら
、
地
域
で
お
金
が
回
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

民
；主‥
党
政
権
末
州
と
今
を
比
散
す
る
と
、
Ｃ
ｎ
Ｐ
は
５
１
２
兆
円
か

ら
５
２
３
兆
円
に
拡
大
し
、
物
価
は
マ
イ
ナ
ス
０
．
２
％
か
ら
１

０
％

に
転
じ
、
日
本
経
済
を
蝕
ん
で
い
た
デ
フ
レ
か
ら
抜
け
出
し
ま
し
た
◆

失
業
半
は
４

３
％
か
ら
３

６
％
へ
改
善
し
ま
し
た
。
株
仙
も
大
幅

に
上
昇
し
、
そ
の
お
か
げ
で
安
催
牧
枢
の
二
年
間
で
年
金
の
積
立
金
が

２
５
兆
円
も
増
え
、年
金
も

一
息

つ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

円
安
の
デ
メ
リ
ッ
ト
が
出
始
め
て
い
ま
す
ё
し
か
し
、住
宅
ロ
ー
ン
な

ど
を
考
慮
す
る
と
、
当
ｍ
、金
利
を
低
く
抑
え
る
た
め
に
日
銀
の
金
融
緩

和
が
必
要
で
す
。
将
来
の
金
融
緩
和
か
ら
の
出
日
を
採
る
た
め
に
は
財

政
の
健
令
化
が
必
要
で
す
。
日
民
党
の
行
単
祉
逃
本
部
長
と
し
て
の
私

の
五
い
責
務
で
す
。

中
小
企
業
に
対
す
る
融
資
に
つ
い
て
は
経
廿
驚
の
個
人
保
証
を
求
め

な
い
検
討
を
行
う
こ
と
等
を
残
り
込
ん
だ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
適
用
が
始

ま
り
ま
し
た
。今
後
、
こ
つヽ
し
た
融
資
が
拡
大
す
れ
ば
、創
菓
も
増
え
、
中

小
命
業
の
活
力
が
引
き
出
さ
れ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

た
し
か
に
消
費
税
の
８
％
へ
の
引
き
上
げ
の
影
響
は
予
想
以
上
で
し

た
，
し
か
し
、
様
々
な
経
済
指
数
が
上
向
き
で
す
か
ら
、
や
が
て
日
本
経

済
も
踊
り
場
か
ら
抜
け
出
ま
す
。
そ
し
て
そ
れ
を
貨
金
の
引
き
上
げ
に

つ
な
げ
て
い
く
の
が
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
日
的
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
医
狭
や
介
譜
、
年
金
、
子
常
て
文
級
を
確
欠
な
も
の
に
す

る
た
め
に
、消
費
税
を
引
き
上
げ
ら
■
る
経
済
環
境
を
創
り
だ
し
て
い

く
こ
と
が
我
々
の
役
割
で
す
。

河
野
太
郎

貫
く
べ
き
信
念
が
あ
り
ま
す
。

年
金
制
度
の
抜
本
改
革
を
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
転
換
を
。

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
を
考
え
る
。

党16ど

―1:部緞 ::審諧
ぬ
ま
か
力

露
光

沼
上
堂
３

日
本
共
産
党

私
は
郷
減
で
す
．
苫
者
を
段
増
に
送
り
出
す
然

団
的
Ｈ
葡
機
の
行
綻
の
容
認
、
碑
衛
保
護
法
の
強

行
な
ど
、
安
倫
白
公
敏
雑
の
す
す
め
る
「灘
外
で
戦

争
す
る
国
づ
く
り
」
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
、
平
和
と

民
主
主
義
を
守
れ
の
声
を
国
会
に
朋
け
ま
す
。

私
は
、
運
送
金
社
に
勘
め
て
い
ま
し
た
．岩
書
を

使
い
常
て
に
す
る
ア
ラ
ッ
ク
企
栞
を
椒
絶
し
ま

す
。
齢
く
ル
ー
ル
を
建
立
し
、
正
社
貝
が
当
た
り

出
、
新
者
が
安
る
し
て
働
け
る
社
会
を
つ
く
る
た

め
に
、全
力
で
が
ん
ば
り
ま
す
。

が

で

兌

公

圏
鰹

２
つ
の
改
革

日
本
共
産
党
は
、
消
箆
税
に
揃
ら
な
い
。
暮
ら
し
と
経
済

●
胡鉛“騨殊雛器
への応分のＡ担を

②
繁
離
勲
鶴
規
切
楽
競
岬
理
諄

こ
の
コ
一つ
の
改
革
」
を
す
す
め
、
社
会
保
障
の
財
謝
罹

保
と
財
政
再
血
を
は
か
り
ま
す
。

て
直
す

”

和

脅帥却る円安、

消

れ

よ

Ｈ

に

象
孵

缶
評

つ
の
提
案

力月理ほで実臼貫合が下石
`Hな

どで

「海
外
で
ｕ
争
す
る
国
づ
く
り
」や
め

磨
法
９
乗
を
生
か
し
た
平
和
外
交
を

兵
団
的
自
衛
権
行
使
魯
隠
の
「閣
隆
決
定
」
の
撤
回

を
求
め
、た
法
９
条
を
生
か
し
た
外
交
で
、切
争
を
話

し
合
い
で
解
決
す
る
北
東
ア
ツ
ア
の
平
『
の
粋
狙
み

を
つ
く
り
ま
す
。国
民
の
目
・耳
，日
を
ふ
さ
ぎ
、
戦
争

に
助
員
す
る
特
定
秘
密
保
慶
法
は
撤
腐
さ
せ
ま
す
。

再
稼
曲
ス
ト
ツ
プ

「原
発
ゼ
ロ
の
日
本
へ
』

櫃
島
窮

一
原
発
手
故
で
、
原
男
と
人
類
は
共
喜
で

き
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
１
年
以
上

も
原
発
電
口
で
乗
り
切
り
ま
し
た
。
原
発
に
願
ら
玄

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
ヘ
転
換
し
ま
す
。

②
難鎌
錦
り構
示

L:I 国民を裏切る政治から.国民の声が生きる政治猛

口 ■
咀

―
消
費
税

日
本
共
産
党

所 属

池
田
東
一郎

復打倒しがらみ政榔わが町・湘南から元気

い
け
だ

と
う

い
ち

ろ
う

■
皆
様
、
一九
九
六
年
の
総
選
挙
で
、
新
進
党
公
隠
候
補
者
と
し

て
神
奈
川
１５
区
を
闘
っ
た
池
田
東

一
郎
で
す
。
十
八
年
間
の

様
々
な
思
い
を
込
め
信
念
を
貫
い
て
が
ん
ば
り
ま
す
。

■
さ
て
、ハ▼度
の
解
散
・総
選
挙
は
三
つ
の
チ
ャ
ン
ス
劉
来
で
魂

①
特
定
秘
鬱
保
腫
法
強
行
採
決
、集
国
的
自
衛
権
行
使
閣
麟
決

定
、
原
発
再
稼
働
・
原
発
輸
出
推
進
と
い
っ
た
「強
引
な
自
民
党

酸
電
ど
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
、

Ｏ
日
本
経
済
低
滞
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
各
種
団
体
か
ら
お
金

や
票
を
も
う
っ
て
選
挙
を
す
る
「し
が
ら
み
政
治
」
を
改
め
、

①
各
種
団
体
や
政
党
の
た
め
で
は
な
く
、
「地
元
の
た
め
に
働

く
」
議
員
を
選
ぷ
、
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

■
私
は
「無
所
Ｓ

と
い
う
立
場
で
非
自
民
勢
力
を
結
集
し
、
有

権
著
二
人
一人
と
の
絆
を
大
切
に
し
な
が
ら
、地
元
の
住
み
良
い

楽
し
い
町
づ
く
り
を
バ
ツ
ク
ア
ツ
プ
し
、左
の
《イ
ケ
ト
ー
サ
イ
ク

ル
》
く
わ
が
町
湘
南
か
ら
日
本
の
元
気
を
回
復
し
ま
克

台
，

一

ロ

イケトーサイクル
住み良い
楽しい町

●
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

ー
９
６
１
年

７
月
３‐
日
生

（Ａ
型
）
、
関
成
高
校
、
東
京

大
学
医
学
部
卒
業

釜
界
大
野
球
部
に
所
属
）
。

１
９
８
６
年
労
働
省
入
省
、
外
務
省
出
向
を
経

て
大
蔵

省
で
大
臣
秘
書
官
を
務
め
る
。
そ
の
後
政
治
活
動
に
入
弘

衆
参
国
会
開
員
の
政
策
担
当
秘
雪
を
歴
任
。
時
技
は
社
交

ダ

ン
ス
（教
師
免
許
取
得
・
Ｊ
Ｃ
Ｆ
プ
ロ
Ｃ
級
選
手
）

この送Ⅲ公,Xti 代,れ イからIモ ‖|さ !したば1と を、てのますケ共
'」

せは|こ I,て 臼jЦ したもので
'▽

 刊ノ,川Ⅲ!:I'卜 十J‖ Ali合 (1出 ,(1,“「′(H本 人Ml)



司勺茂26年二12月 14日 謗吼考げ 南 関 束 選 挙 区

衆議院比例代表選出議員選挙 選挙公報
‖:奈 川 県 選 挙 管 理 委 員 会

家言授対る、軽減税率実現へ。

公明党は衆議院南関東ブロックに下記S人を公認しています。

富田茂之/古屋範子/角田秀穂
川浪 隆/井川泰雄

略称は盆明

上ヒ伊Jttは
口
　
■

■

■

●
景
気
回
復
へ
「緊
急
経
済
対
策
」
を
実
行

０
「地
方
創
生
」
で
、
力
強
く
伸
び
る
経
済
ヘ

●
一人
を
大
切
に
．
社
会
保
障
の
充
実
を

●
防
災

。
減
災
対
策
で
安
心
の
日
本
ヘ

今こ 流れを変える時。
この国の流れを変える.民主党の政策
●m員定敬削館・…票の破差胆正

。介慶報酬の引上げ     03S人 以下学級の推進
●労働者保度ルールの改悪阻止 ●女性と子どもの貧園解消

●大震災集中復興期間の延長

・2          只
け

●ガツリン・軽油・灯油の価格高鵬対策
●晨業者戸別所得補償制度の法制化

●集団的自衛権□監決定の徹回 民主党代夜海江田万里

とし

編 ,16属 (元 .991

積Rttngge
劇素にツ,tBど ■ヽヽ
R〕 と.

中
爵
か
つ
ひ
と中呻

田
い
盟

神
山

洋
介

帥”紳膵

ご
と
う

描

一］弾臓り砧日．い

も
と
む
ら
賢
太
郎脚中弾

あ

べ

と
も
こ閣

阻帆

阻い鵬
甑

削
閉
印
・▼

職
島

光
力

蝉̈叫一

笠

ひ
ろ
ふ
み則中中

中
谷

】
厨

期
ｎ
　
カ阻鮒̈

比例区は民主党俗併醐 南関東選挙区名簿登載者 8民主党
小選挙区は民主党の候補者ヘ

「霊冨報角3:蔵締詠
"

イ過度な異次元観和」
レ1
「
熱 絲 」

よ改●n安、11籠 B,
'翼質宮箪 下t招いた

2:讃:鞠」♭  
柱

民主党の

経済政策9本性

この道子公報は イ,栢 壻

"l政

党挙から拠HIさ れた環,Iナr そのよよ′r ttf喪 りによつて白I幽 した (ヽア)で 上  |'奈 川塊t巡 Чt“よ▼

^員
会 (‖ ∫(‖ W可石田米大池 1)



平 成 26」″1■ 12月 14口 執 行 南 関 束 選 挙 区

衆議院比例代表選出議員選挙 選挙公報
判I奈 川 県 選 挙 管 Jli姿 11会

平和と福祉はやつばり社民主
◎アペノミクスによる生活破壊を許さす格差是正に取り組みまi
◎集団的自衛権の行使容認に反対します。

◎原発再稼働は認めません。原発に依存しない社会、再生可能
エネルギーの促進を図ります。

◎農林水産業を衰退させるTPPへの参加に反対します。 社民党覚営吉田 忠智

http:〃www5日 SdpaOrHjp

格共,賀 出を一掃し

地域のきずなをlT建 !

干罵員(男フ区 )

阿部はるまさ
[肩Eき・撻医】
H争セさせない

'OOO人
蜃員会

Д!山工秘蜀Яlつ 諸山市騎

[「負蕉 l

舷出にか`D手

`セ

,こ 守り、介Eの
■輻D′ を万案させます

木村えい子

人が元気になる

木米をめざす社民党

〔政用
口磯 ■確 子写ての再立支″
つ

"待

日の案V:

[扁Eコ経国

Bl,漁

i惰 問束選挙区に私がいます。 島蘭票ブロック1ヒ8,1,A名 舶食し哲

iヒ炉uttは

次の世代にツケ回しをしない賢い口宗纏営の翼堀
K公安,「 1躍 Ⅲ等のためのけ

'女

貰ll枚索 来指助と,輪全茶HI顧 l再 軸円ホi宏 秦
激今西的な子算怯lと 業

どの世代にも公平な社歳保障制度の実現
療会的J「 全絣立ケA81,法案 *生活保譲法改正釈
栞同一労働同 1宝

'貨

現σ)ためす)"BⅢ lい 法改正ネ

額土と主権を守る強い宝全保障体制の奥硯
髯l呵 家安全‖印を本法泰 X(領 活冑憫法案

比
例
代
表
は

「次
世
代
の
覚
」
ま
た
は

「
次
世
代
」
と
お
轡
き
く
だ
さ
い
。史 演  の党

平成 26年 常違挙公″も

自立
新保守
いいね!

jisedai.,P

次世代が希望を持て椰 を

田沼 たかし えんどう 宣彦 西田 ゆずる 横 田 光 弘 かわの としひさ

たえい松 田 まなぷ

「三つの柱を実現するための議員立法」

1

2

3

小
週
挙
区
も
次
世
代
の
党
の
候
補
者
の
氏
名
を
お
書
き
く
た
さ
い

比
例
代
表
は

ニヒ柳Jは

とお書きください

:略耳行.i幸 福 |

う   ふ く

消費減説、教育改革、国防強化で鬱華福実現党

この回とこもっと自由を。 圏
釈!

学補実現党は3つの挑戦で、日本を「自由の大国」|こします。

廻D
消費
減税 口 ,議 墓

道脩・余敦・歴史教育の充実で、

子供たちの心を育てます。

国求管理型の教育行政を改め、

日由で活力ある学校づくりを

推進します。

0昌雅
量
子

消費税を「50/。」に滅税し、

景気回復・経済成長を

実現します。

大激税・規制観和で、

民間の自由を拡大します。

他国の優時から、国民の

生命。安全・財産と自由を

守ります。

日本が、アジアの

自由化・民主化を促します。

生活者本位の回へ。
非正規雇用の是正と少子化対策で活力ある社会ヘシフト。

消史増税凍結と内需拡大で景気を良くし国民生活向上ヘシフト。

脱原発。新エネルギー政策へ転換し會然エネザbギ‥立国ヘンフト。

〇生涌?慶

活
力

向

上

転
換

千葉県第3区

岡島 一正
千葉県第引区
金子 健―

神奈川県第18区

ひだか 岡J

◎比例代表はF生活の党 l略称生活)」 、小選挙区はあなたの街のF生活の党候補者名」をお書きくださW
この,4'チ会報は、″1榊届JI歌 ,_やから担I‖ きれた上r^glを その支

=与
A,t'く によフ,(n切 したミ)のTす、 神奈川県111'r帯 J岬会R金 (横眼JⅢⅢIXロ ホ人」bl)



平 成 26勾i12月 14日 行 南 関 束 選 挙 区

衆議院比例代表選出議員選挙 選挙公報
お,ll奈 川 県 選 挙 管 pll委

lミ 会

嬢 12異 14霧 (踵 〕   簾    7轄  甥  8睦 譲で

て
'な

溢ド瀬 jヽ光 Ⅲガぶ|ユ1恭

'1運

挙

1常ポチli紙 (ビ ンク生lt【 イよ、鉄韓れ
｀

1人 の災名と祀人そノますこ

0衆議崎比?ダtit tttr,141災 4t猟 挙

投辞こ1韓鳥t(う く
｀
いすと)ti t次 凝隼粋4ri

出政党場ウの名みを 1ヽ →れ入します.

0最占裁半Ⅲ所裁半1官朗民審令

投票用紙(I11色 )†じi女 、やめ部,tとた
'すがよいと思う就

｀
と1宮 に才〉ヤヽてtよ 、とく

銘の
'iの

消,こ Xを ざ:き iす。

やめさせなくてまいと思う残+1,イ tiつ

いては、事rも 111かないてくださいっ接メ
`t,に

く

'世

環),|々 とtテ けな l′ 力ゝ |(文 ミ難 |▼ 市4機ヶ子(X4よ 小Fと

'4'雀

票をごr利期く舟さlィ ＼Ⅲ

消費税
100/。

憲法

原発

「先送りJ実施でなく
キツ りゞ中止
調いものいじめの消費現でなく、富裕層と大企業に応分の資担をH

大企業の内部留保と活用し、国民の所得増て魂収を増やす――

消買親に宙らなくても■会保障嫉 と舟l政再迪 Iユ可能です

集回的自衛権NO
9条の精神にたった外交を
集団的自pr権行使喜露の「岡H決定」はれ回.盗密保臣法は廃止す
粉争を冨し合いで解狭する平和の4年十Rみを北京アジアにもつく

再 稼 働 ス トップ

「原発ゼロの日本」へ転換
川内原発は巨大咬火への

“

えもBH計画もありません。

lH爵胴t覺耳故の収東も鳳国完昭もてきていません.

再稼働など陰外です.

「稼働原発ゼロ」て、省エネ努力,ユ原発19薔分に相当します。
日本社套は「原発ゼロJでも立派にやつていけます。

●

"n看
訴通渚の磁思セ市さ猟 非正爛かと,正蒻1の粛11を つくる振本改正。

残工代ゼロ朝虔ストッヌ遇労死とをく仇

中小企HttHと 一体に■【偶金をヨ1とと1テ ブうック企魚を″く,
●年金刷脳ストッ

'こ
すぎる年との圧上十テ医魚貴の8口角担

国民偉

「

保険日lい のeX,術 雲ボーム、保肖鳳朗こほ!舌 (月 ゼロ。

●TPP交 渉からにだちによ週.XBの米ほ撃
=対

策vEヤ19"と 所得脩懺で
n崇再生.夕l影印

“

暉も1による中′J唸稟への増Ol反角.

新基地建設を中止

基地のない平和な島へ
沖縄県民の手常lを 無視して新と燿建設を犠ける一一

民主主■の日といえるて'しょうか。構邁争て女僧政権に厳しい

`刺

を,

沖縄

陽
辟しい政掠はこちらから 」CP □ 田 ロ

暴走ストツ:声

国民の声が生きる政治ヘ
消

=学

耳党よは税、羮団的自l,l植 、原発再1京仕l… …国民の批半l

に耳をかさない緊走政治に葛ギJを くだすチゃンスてす.

日本共産党は緊走政治と対決し、国民の立場て対凍をし

めしていま政はば広い国民との共同て政治を働かしています。

日本共産党が|ゆ びれば必す政治は変わります.

終禦は日本異塵寛
聞 とお書きください。印老名を‖くと励にめ議

鶴
導

饉盈
平
の
党
ヘ

♂ 維新の党

比
例
代
表
は

る政蝉ぜ
暫

経新が変えた。ぉ管新が変える。
失われた「第三の矢」を、維新の手で。 ノ 忘れ去られた を、維新の手で。

既得権益のしがらみのない、維新の党だからできる。 先送りしてきた課題を真正面から改革できるのは維新の党だ,兆

「身を切る改革」「徹底行革」を、継新の手で。 / は地域で決める、維新の手で。

「身を切る改革」「徹底行革」ができるのは維新の党だけ。    地方から国を揺きぶり動かしてきた、維新の党だからできる。

南関東ブロツク

比例代表 名簿登就者

いしん

比例代表は維新〔維新の党)とお轡きください。然ときi憑争名を 継断り党l争儀新)

こσ
'選

挙公tЦは、名イ専1lJ「 と
'え

fと野から提
"1さ

れた原鶴を そのよ去ケ文ウとなによ́ )てNl,した ″ヽlti ttAtti県 通件FRttn会 (幣 Mそ市中にロキ′、通1)
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衆議院比例代表選出議員選挙 選挙公報
判:奈 川 県 避 挙 管 Fliグニ■ra会

比例代表は自H東

←

◆

今、

アベノミクスの成果が、

日本を確実に

再生させています。

山民党総裁 姿 捨 |:望

経済再生・財政再建を.

この道で。

これまで絃やかな

“

11死熟 f｀出にあフジたわが日希十1斉 は、

本格 的な成長中れ速には戻りきっていません。しかし、

〈〔要な手】1済 指標である慧 ,lJや 賃令の改善は続いて

おり、これまでの牟士l介 政熊に‖U速 いはありません。

今、ここでアフレ阻すJのチャンスを逃すわけにはい

きません。段 は々1ア ペノミタスJの ■本の失をより力

強くするとともに貝l敗他企化日標も邸↓↓し,辛【済 T生

と猟J敗 に1とをlttl立 させます。

地方創生・女性活躍推進・ 撲々μЦ亀筆イぼ啓流り組みはk

少 子 化 対 策 を 、こ の 道 で 。
|ま ち ひと しご刊 魚lアlの攻TIЪ 興獅 立し、地方に

いて、申|た な人の流れを!にみイHし ます。

暮らしの安全・安心、

教育再生を、この道で。

犯引1や テロリズム、災T子 やから生命・肘産を守/oこ

とは″疋治の大きな段!命です(,我 々は、ヤ,う ・11■ f世 界

で一r=安全なドI;を創ります。

また、安定した社会保障制度を棒崇することで、ホ

来の安`い を約束します。

併せて、l【l宗の氷本である教育をW∫ 1おせます。

外交・安全保障を、

この道で。

わが「Hは、地球l注 を肝賊 (ふ かん)す る布1‖(的 な
ア`牙‖外交を展l"!し ,世界の半和と安定に貰市民します←

また、出米「1幽を好軸としたlFる ぎない宏者
=保

障Fx

置でl■」民の生命と□孫を断I』としてTりぬきます。

比例代表の投票は、

とお群きください。
ことなく′_さ い.比例代Iの 投票用紙に僚襦ヤ名t● くと
あ′Jtた の鍛環11蕪 ,う にとってしiいよJ。

目賢真1韓
(小遇掌区の
I候補者名を
iお Rとください。

五島議、
、`?r鼻▲

「自民党」と

衆ぷЙ謳準は、呻

"の

2つのl'無を1,い ます。

iお言とください。

小
選
挙
区

千

葉
　
県

圏解‰E

い預お戸壕E′

泉区遇金区

さかし

小

選
挙

区

神

奈

川

県

自 民 党 千 葉 県 連 自民党神奈川県運

WWW.Jmin・ yamanash「 ortj

自 民 党 山 梨 県 運

住 小選挙区は、あなたの街の自民党公認候補の名前をお書きください。台 自由民主党

この透Ⅲヽ公伽lは 私,""httWネトから11‖ 〕されたlT頻 を その■■7穴建と版によりて日〕

“

lし たく,ブ 】です. Ⅲヽlヽ 川県造メ
lt常 利公ri会 (積 )'Wi可

'に
′(11木 大地 1)
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躇

晨

昭
和
四
八
年

五
〇
早

“
三
年

平
成
　
六
年

一
七
年

一
八
年

最
高
虫
壻
所
に
お
い
て
関
与
し
た
主
兵
な
彼
引

一
　
平
成
二
五
年
九
月
囲
日
　
大
法
賠
決
定

母
外
子
の
相
碗
分
を
原
出
子
の
三
分
の
一
と
だ
め
に
Ｒ
法
先
０
０
条
凶

号
た
だ
し
害
前
盛
の
規
定
は
、
憲
法
連
反
で
あ
る

（全
員

ヽ
歳
〕
命

一
一　
平
慮
二
二
年

一
¨
月
二
０
日
　
大
法
廷
判
決

平
虚
二
四
年
】
工
Л
鹿
行
の
衆
銀
院
譲
員
小
璃
挙
区
選
出
盤
Ｒ
の
電
輩

は
逮
な
状
態
の
選
干
区
田
り
で
行
わ
れ
た
が
，
是
工
の
た
め
の
合
瓜
的
期

間
は
律
週
し
て
い
な
い
の
で
区
酬
れ
た
は
谷
態
で
あ
る
と
し
た

，
数
意
見

に
つ
‘
、
竜
法
は
口
民
の
役
翼
価
Ｌ
と
で
と
る
限
り
一
対
“
に
近
い
平
年

を
保
障
し
て
い
る
と
解
す
ヽ
ｔ
で
あ
る
か
ら
間
選
挙
区
引
り
は
こ
れ
に
反

す
る
が
、
右
の
よ
う
■
投
黒
価
値
の
平
鮮

，
保
は
す
る
増
挙
綱
度
の
構
魚

に
は
的
問
を
要
十
る
と
の
ｍ
由
で
、
右
の
合
理
的
翔
間
は
資
追
し
て
い
な

い
と
の
と
見
を
付
加
し
ヽ

７
一　
平
虚
〓
六
年
二
月
二
田
開
　
第
岳
小
淮
性
判
決

僚
に
口
痢
が
”
氏
認
定
さ
れ
て
無
効
と
な
っ
た
肝
幅
に
よ
る
槙
密
の
購

偵
で
は
、
使
用
Ｆ
に
労
働
を
の
角
府
に
関
わ
る
労
構
黒
貝
等
に
十
分
に
注

思
す
ヽ
ど
蜜
全
配
慮
碇
務
が
あ
り
、
体
嗣
不
Ｒ
を
訴
え
る
毎
し
て
い
た
ホ

件
で
は
、
■
い
常
か
ら
過
差
の
構
神
科
蛹
朧
年
の
中
皆
が
な
い
こ
と
ｔ
童

視
し
て
も
失
相
段
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

（全
Ｒ

一
段

，
裁
判
長
）
‘

四
　
Ｔ
成
工
六
年

一
０
月
二
先
日
　
昴
二
小
湛
廷
決
定

県
龍
会
の
離
員
が
凩
か
ら
女
付
さ
れ
た
驚
務
Ｈ
獲
資
の
支
出
に
係
る
一

万
円
以
下
の
支
出
の
叡
止
密
そ
の
他
の
斑
鶴
書
類
等
及
び
会
計
帳
津
は

「早
ら
ズ
３
の
所
博
者
の
利
用
に
供
す
る
た
め
の
文
奮
」
に
当
た
ら
な
い

と
し
て
，
文
書
提
出
命
令
を
配
ウ
る
べ
き
も
の
と
し
た

（塗
貴

一
玖

・
堆

選

．

五
　
平
成
二
六
年

一
一
月
二
六
日
　
大
渉
婚
判
決

半
咸
二
玉
年
七
月
に
施
行
さ
れ
た
３
議
院
鰍
Ｒ
琶
な
】
＝
は
逮
泳
状
色

の
定
法
Ｒ
分
で
行
わ
れ
た
が
、
な
お
定
殴
配
分
規
定
は
金
落
て
あ
る
と
し

た
，

撒
な
見
に
対
し
．
で
き
る
駅
り
一
人

一
メ
に
垂
づ
け
る
こ
と
が
と
と

の
質
訥
で
あ
っ
て
、
阿
週
単
の
時
点
で
寵
に
同
後
の
段
獄
権
の
Ｒ
界
を
超

え
て
お
り
違
憲
で
あ
る
か
ｉ

阿
電
単
は
竜
法
で
あ
る
と
〓
占
す
ヽ
き
で

あ
る
と
の
臣
貯
芝
鬼
を
付
し
た
。

戯
壻
宙
と
し
て
の
心
構
え

三
人
早
蘭
、
「
事
を
の
代
Ｈ
人
あ
る
い
は
弁
照
人
で
あ
る
弁
観
士
と
し

て
、
散
判
所
の
判
断
″
求
め
る
立
場
に
い
ま
し
た
。
市
民
の
日
猟
か
ら
兄
心

段
判
古
の
任
筋
は
、
憲
法
の
精
神
と
条
文
に
解
英
で
あ
り
、
Ｌ
毎
に
器
づ
い

た
下
真
に
は
張
止
に
ｎ
ｌ
合
っ
て
、
Ａ
心
に
伴
い
、
と
史
公
正
な
職
＝
を
行

う
こ
と
て
あ
る
と
雪
え
て
さ
章
し
氏

裁
判
官
蹴
任
後
は
、
常
い
て
と
た
裁
判
甘
の
任
務
を
自
ら
寅
隣
す
る
よ
う

に
心
が
け
て
い
士
十
。
歳
商
設
判
所
は
、
ｐ
●
ヤ
抱
え
る
当
事
看
や
甲
に
開

わ
れ
る
人
々
の
最
後
の
鶏
で
す
ゃ
殿
終
審
を
担
う

】
員
と
し
て
、
幹
郎
的
な

憲
法
や
法
令
の
精
神
を
出
礎
士
し
つ
つ
、
多
嗣
的
な
見
方
に
も
肥
り
し
て
、

意
と
の
と
人
の
呼
び
名
に
雅
と
な
い
よ
う
、
正
し
い
判
断
を
行
う
こ
と
が
果

も
よ
嬰
イ
礁
責
で
あ
る
と
考
え
て
い
宝
す
。

巴

月

二

月

四

月

二
０
年

口
月

工
洲

三
年
　
　
刀

最
高

裁

判

所

判
事

お
に
　
す
る
　
か
　
　
お

ろ

昭
和
三
四
年
二
月
七
日
生

票
京
都
生
ま
れ
．
某
京
執
古
大
学

（４

・
筑
滋
大

学
）
＝
畠
小
、
中
学
校
、
日
高
校
を
継
て
，
東
来
大

学
淮
年
櫛
私
濃

ヨ
ー
ス
、
公
法
コ
ー
ス
を
各
【
勲

珂
怯
僚
葛
生

弁
距
■
ュ
録

山^
集
界
弁
篠
士
会
）

弁
騒
十
捜
録
い

（文
末
″
簸
士
全
）

日
と
軒
嘗
所
醍
車
井
薦
獣
官

票
末
弁
Ｈ
士
会
法
曽
共
成
セ
ン
タ
ー
秦
Ｒ
長
代
行

東
京
“
霞
士
会
萬
ｍ
者

・
臣
等
を
の
権
利
に
関
す
る

特
削
“
ス
強
禁
員
長

犀
生
チ
侶
省
労
働
保
険
〕
査
妻
套
負

こ
の
ほ
か
，
中
襲
と
会
の
を
嶺
禁
員
会
委
員
、
省
庁

の
奉
離
食
姿
貝
衛
を
務
め
る
．

羅
高
歳
判
所
判
事 鬼

丸
か
お
る

躇
　
風

昭
和
四
八
年
　
一二
月

四
人
年
　
四
月

工
０
早
　
ｍ
Л

平
成
　
四
年
　
田
月

一
三
年
　
四
月

一
三
年

一
〇
月

一
人
年
　
ｔ
刀

二
三
年
　
四
月

悧
島
県
生
ま
れ
．

東
京
大
学
法
学
“
卒
輿

司
沸
体
穏
生

，
慣
士
糀
像

（大
阪
午
額
士
企
）

（～
二
五
年
三
几
）
大
願
家
阿
般
「
所
日
停
祭
Ｒ

大
臣
弁
瞳
士
全
切
題
渉
監
正
岡
畑
構
晰
智
別
第
員
会

績
員
長

決
協
害
耐
会
民
事

・
人
事
解
搬
渉
毎
０
人
事
研
腋
法

分
帯
会
振
員

ｎ
弁
巡
倒
臓
謗
改
正
側
題
検
封
篠
猟
ａ
祭
員
長

泉
宙
戦
Ｈ
所
判
事

量
寓
住
■
所
に
お
い
て
目
与
し
た
〓
要
な
観
壻

一　
平
虚
二
■
年
九
Я
日
口
　
大
法
た
決
定

璃
出
で
な
い
子
の
相
悦
分
を
嶺
出
子
の
三
分
の
一
と
す
る
Ｒ
湛
つ
規
定

が
憲
法

一
四
氏
に
反
す
る
と
し
た

（全
負
一
数
）
。

二
　
平
脱
二
五
年

一
一
月
ｉ
Ｏ
口
　
大
法
廷
判
決

平
波
二
四
年

一
二
月

一
人
間
真
覧
の
来
ほ
院
腋
Ａ
ｐ
聰
輩
の
小
選
挙
区

の
区
謝
坦
だ
に
つ
い
て
，
段
Ｈ
価
Ｌ
の
様
整
は
も
な
状
簡
で
あ
り
、
か

つ
、
そ
れ
が
な
世
的
痢
関
内
に
た
Ｅ
さ
れ
て
お
ら
ず
逮
監
で
あ
る
が
緑
加

と
は
し
た
い
も
の
の
、
今
後
、
歳
判
所
の
鸞
景
に
よ
り

一
郎
電
摯
区
の
贈

摯
を
無
功
と
す
る
こ
と
が
あ
り
う
も
と
の
反
対
常
兄
を
筑
本
た
。

〓
一　
平
脱
工
三
年

一
二
月

一
〇
ｎ
　
第
二
小
盗
離
決
定

粒
口

一
催
障
省
構
例
と
に
よ
り
男
性
へ
の
性
別
の
声
更
を
受
け
た
な
の

要
が
括
姻
中
に
精
踏
し
た
子
も
賄
出
他
だ
を
受
け
る
と
し
た

（お
蹴
意
見

に
加
わ
り
、
補
足
意
見
を
述
ぺ
た
。
〕
．

四
　
平
咸
工
六
年

【
月

一
四
同
　
第
二
小
泌
μ
判
決

Ｗ
知
者
は
，
自
ら
し
た
】
知
の
掘
珀
ｔ
民
滋
七
八
本
条
に
た
り
主
張
す

る
こ
と
が
で
曽
、
こ
れ
は
血
線
上
の
伐
子
関
係
が
な
い
こ
と
を
知
っ
て
盟

如
し
た
愕
合
に
お
い
て
も
出
な
ら
な
い
と
し
た

（多
数
意
見
に
加
わ
り
、

捕
足
意
見
を
お
＾
た
コ
）
。

工
　
平
成
二
六
早
七
月
二
九
田
　
第
二
小
津
妊
判
決

遊
粛
廃
熙
掏
の
任
携
処
分
〕
の
周
辺
に
居
住
す
ら
併
Ｒ
の
う
ち
、
最
終

処
分
鶴
か
ら
排
出
さ
れ
る
宥
特
勒
貨
に
選
ｍ
十
る
大
気
や
土
域
の
憎
熱
４

ど
に
よ
り
雌
颯
Ｘ
は
生
指
置
境
に
係
る
磐
し
い
横
害
を
直
使
的
に
受
け
る

お
そ
れ
の
あ
る
‘
は
産
翻
雇
策
物
鱒
亀
分
来
の
隣
可
処
分
の
括
効
は
酪
年

を
求
め
る
所
性
の
原
告
露
“
が
あ
り
、
景
構
処
分
と
の
中
心
地
ぶ
か
ら

一

・
Ａ
キ
Ｗ
メ
ー
ト
ル
以
内
ぐ
置
境
影
コ
調
査
の
対
炊
区
戒
に
帰
住
す
る
者

が
そ
れ
に
原
Ц
す
る
と
し
た

（全
員

一
域
）
，

大
　
平
成
二
六
年

一
０
月
二
八
日
　
餌
三
小
族
を
刊
決

無
熙
連
領
鮮
を
営
む
弦
斑
を
か
ら
命
貝
要
的
に

す
ｋ
り
毘
肖
を
費
け
て
刊

料
し
た
新
那
、
兼
麓
七
財
人
か
ら
の
不
当
利
付
返
還
怖
求
を
不
法
原
田
輪

付
に
当
た
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
返
夏
を
拒
む
こ
と
は
、
情
畠
則
上
常
さ

れ
な
い
と
し
た

（全
員

一
載
．
繊
判
長
．
補
え
材
比
を
述
Ａ
に
．
）
．

ｔ
　
平
成
三
六
年

】
一
月
二
六
側
　
夫
澁
髯
判
決

平
成
二
三
年
ｔ
月
工
】
旧
案
鷺
の
＄
盟
隣
お
員
通
常
靖
眸
の
定
弦
配
分

規
定
に
つ
い
て
、
投
票
価
生
の
伎
を
は
Ｅ
摩
状
態
で
あ
り
．
か
つ
。
そ
れ

Ｊ
岡
電
摯
ま
で
に
足
工
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
回
会
の
畿
ユ
＝
の
ぼ
部
を

超
え
て
い
て
鳩
憲
で
あ
り
、
獣
民

一
人
当
た
り
の
選
挙
大
漱
の
少
な
い
順

に
虚
判
所
の
電
ｔ
し
た
数
の
超
挙
区
の
道
単
セ
熊
効
上
し
う
る
が
、
今
回

は
常
効
ｔ
は
し
な
い
と
の
便
対
を
見
ｔ
述
べ
た
。

儀
Ｈ
官
と
し
て
の
ι
檎
え

先
八
裂
な
く
革
案
に
の
で
み
、
そ
の
上
で
、
車
黙
の
個
別
性
と
共
勘
性
の

問
面
を
み
る
こ
と
，
蹄
代
を
洒
し
て
湾
わ
ら
な
い
も
の
■
競
料
す
る
こ
と
と

時
代
の
査
化
に
応
じ
る
こ
と
を
画
立
さ
せ
る
こ
と
，
こ
れ
が
段
判
を
す
る
に

つ
い
て
、
私
が
目
指
し
て
い
る
こ
と
で
ｔ

最

萬
磯
判
所
判

事

昭
和
三
三
年
一
月
二
日
生

き
　
　
う
ち
　
　
み
う
　
　
よ
し

木
内
道
祥

最
高
は
『
所
に
お
い
て
出
与
し
た
主
要
ｔ
ａ
「

一　
平
成
二
人
咋

一
一
月

“
八
日
　
用

一
小
法
活
決
定

公
刊
審
理
を
担
と
し
て
い
る
機
判
所
が
、
そ
れ
よ
で
の
公
判
砦
理
の
経

過
や
｛
肥
を
さ
れ
る
者
ら
と
の
開
保
な
ど
を
賄
よ
え
、
役
告
人
が
関
係
を

に
対
し
実
効
性
の
あ
る
罪
慌
隠
激
行
お
に
及
ぶ
現
雲
的
可
飩
椎
＝
高
い
と

は
い
え
な
い
こ
と
な
ど
４
を
Ｌ
し
て
保
駅
を
軒
町
し
た
決
定
に
”
し
、
抗

告
を
受
け
た
裁
判
所
と
し
て
は
、
公
刊
守
場
を
担
当
し
て
い
る
裁
「
所
の

刺
財
が
お
れ
ら
れ
た
啜
景
の
範
囲
を
逸
脱
し
て
い
な
い
か
ど
う
か
、
す
る

わ
ら
不
合
剋
て
と
い
か
ど
う
か
を
庶
夜
す
本
と
で
あ
り
、
公
判
牛
捜
を
ね

当
し
て
い
る
破
判
所
の
判
断
を
ぼ
す
た
“
に
は
、
そ
の
判
断
が
熾
景
の
続

日
々
盗
脱
し
て
い
て
不
台
型
て
あ
る
こ
と
を
Ａ
体
的
に
示
す
必
要
が
あ
る

と
し
た
と
、
こ
れ
を
具
体
的
に
示
さ
ザ
保
ａ
を
鮮
さ
な
い
と
し
た
侃
告
事

の
決
定
を
取
り
油
し
、
改
め
て
被
告
人
の
保
釈
ｔ
併
し
た
（全
Ｒ

¨
数
），

二
　
平
成
こ
六
年

一
一
月
二
六
日
　
大
滋
産
判
決

平
成
二
五
年
七
月
の
今
胎
院

（Ｈ
撃
区
選
出
）
ｍ
員
の
通
常
】
単
に
つ

い
て
、
当
町
の
燃
員
定
散
配
分
蛇
定
の
下
に
お
け
る
超
怒
Ｘ
日
の
役
解
密

気
の
不
均
衡
は
、
速
窪
の
間
電
が
生
ザ
る
思
度
の
０
し
い
不
平
年
状
は
に

あ
つ
た
が
、
平
成
二
八
年
に
沌
缶
さ
れ
る
Ｂ
常
選
騒
に
向
け
て
Ｂ
工
制
度

の
技
本
的
な
鬼
直
し
に
つ
い
て
引
ど
線
き
積
肘
ｔ
行
い
捕
賠
ｔ
得
る
も
の

と
す
る
旨
を
附
用
に
た
め
た
数
工
公
通
渉
の
題
Ｈ
に
従
っ
た
方
向
で
の
出

台
に
や
け
る
盈
工
の
実
現
に
向
け
た
敗
組
を
、
田
全
の
脱
量
相
行
使
の
在

り
方
と
し
て
補
当
を
も
の
で
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
た

が
っ
て
、
本
枠
迪
学
技
て
の
同
に
驚
員
定
数
配
分
れ
た
の
文
４
る
改
正
が

な
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
も
つ
て
田
後
の
戦
量
権
の
熙
界
″
超
え
も
も
の

と
は
い
え
ず
、
口
た
玖
配
分
規
定
か
慮
法
に
進
反
す
る
に
語
っ
て
い
た
と

は
い
え
な
い

＾，
微
怠
兄
）
ロ

戯
囀
冒
と
し
て
の
心
槽
え

現
代
の
間
本
に
お
い
て
は
、
社
会
，
饉
活
の
Ｘ
化
が
せ
し
く
、
科
学
世
挿

の
道
歩
や
国
際
化
の
と
長
に
伴
っ
て
、
口
民
の
法
な
臓
も
変
化
し
て
い
く
中

で
、
新
し
い
膨
の
決
的
紛
争
や
法
解
釈
の
問
題
が
出
て
き
て
い
ま
す
。
広
い

視
野
マ
鸞
ち
、
横
々
な
視
点
か
ら
，
鮮
“
に
よ
り
盟
め
ら
れ
る
事
実
を
ヤ
は

に
抱
無
し
、
公
正
て

，
当
４
法
的
解
決
を
求
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
忍
い
よ
ｔ

私
は
、
か
れ
て
か
ら

「政
せ
ず
、
腱

（さ
わ
）
が
す
、
中
に
盛
ん
で
は
冷

静
充
者
に
い
と
い
う
■
黙
に
、
崎
事
を
正
弦
に
釈
解
し
た
た
で
締
滞
沈
常
な

引
肘
を
す
る
こ
と
が
大
学
だ
と
執
え
ら
れ
て
き
立
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
こ

の
皆
繋
を
大
革
に
し
な
が
ら
、
段
判
所
に
判
断
を
求
れ
ら
れ
て
い
る
い
つ
一

つ
の
具
体
的
事
件
に

つ
い
て
、
法
に
よ
る
お
Ｉ
妥
当
を
解
Ａ
を
回
る
た
め
、

公
正
に
そ
し
て
僚
実
に
、
力
と
尽
く
し
て
い
き
た
い
と
守
え
て
い
ま
上

昭
駒
五
〇
年
　
一二
月

五
〇
年
　
四
月

■
二
年
　
四
月

平
成
二
一
年
　
一
月

二
三
年

六
月

二
三
年
　
八
月

二
四
年

七
月

〓
六
年
　
一
月

二
六
早

一
０
月

最

高

裁

判

所

判

事

い
け
　
　
が
み
　
　
ま
さ
　
　
ゅ
と

昭
和
二
六
年
人
月
二
九
日
生

仙
台
市
に
生
ま
れ
、
阿
市
立
木
町
馬
小
学
敏
、
東
北

大
手
敦
吉
学
“
附
屈
中
学
確
ｔ
樫
て
宙
城
爪
仙
告
第

一
高
毎
半
餃
を
率
菓

稟
北
大
学
法
学
鱒
卒
票

町
法
修
督
生

機
事
に
任
命

以
後
、
点
京
珀
検
、
水
戸
把
牧
　
仙
古
地
検
の
検

事
、
銀
購
地
損
北
兄
文
前
長
、
後
“
川
検
楡
事
二
、

最
高
検
機
事
な
ど
と
し
て
働
格
す
る
と
と
くぅ
に
、

協
務
省
の
大
Ｈ
曹
湧
◆
事
苗
、
用
事
尉
Ⅲ
事
螺
長
、

間
用
『
功
組
長
、
大
臣
冨
瘍
大
ヰ
躍
隻
、
官
房
奉

稀
宙
，
官
房
妥
４
と
を
群
あ
る
む

最
高
禎
公
判
“
舞

乗
弱
俄
刑
奉
鶴
憂

次
長
検
事

る
背
風
再
検
検
事
長

大
阪
高
嶺
検
事
長

（周
年
■
月
遣
α

股
萬
殺
「
事

池
上
政
幸

略
　
屋

投 票 霞l

12月 14園 (園〕

毅議時F回尋

等前7時かし

単後8麟まで
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山
本
庸
幸

福
井
Ｒ
生
喜
れ
。
父
の
転
動
に
伴
い
、
富
山
県
．
柿

Ｆ
市
．
価
井
黒
、
名
古
Ａ
市
に
居
を
移
し
、
■
知
〔

立
赳
丘
高
単
学
校
と
愚
て
、
東
椰
大
学
法
学
れ
を
卒

賓

（Ⅶ
和
国
八
年
）

田
嵌
公
務
Ｒ
楳
用
上
俄
試
験
甲
櫃
（淮
常
職
）
合
格

酒
商
碑
黎
空

（現
在
の
経
済
藤
果
省
）
八
省

衡
肝
庁
帯
勝
昴
総
務
黒
玉
棄
析
有
樹
Ｎ
Ｒ
改
足
専
靖

宝
長

内
Ｍ
法
制
局
●
事
宙

過
円
魔
巣
省
生
活
塵
褒
局
由
艇
製
島
諫
柔

阿
ホ
賀
島
硬
興
会
本
部
企
画
郎
提

内
曲
滋
側
厠
第

一
怖
中
央
Ｔ
片
常
故
草
占
制
“
長

内
間
法
制
用
岳
四
“
楽
　
以
後
、
錦
工
郎
長
、
第
三

肺
長
、
第

一
部
従
を
絲
る

凛
東
大
攀
公
共
政
鷲
大
午
院
牢
員
骸
揆
を
兼
務

阜
稲
田
大
学
大
学
院
法
務
研
究
料
ピ
員
は
横
セ
兼
務

内
間
鴻
幅
次
長

ュ
高

，
引
所
に
お
い
て
Ｈ
与
し
た
主
要
な

，
莉

一　
早
戯
二
六
年
二
月
二
四
口
　
第
二
小
法
母
判
決

電
機
メ
ー
カ
ー
の
労
Ａ
を
が
過
Ｈ
な
”
軸
に
よ
っ
て
日
窮
を
発
定
し
、

そ
れ
が
８
く
な
つ
た
と
き
の
憬
害
障
値
讚
を
た
め
る
に
当
た
り
、
労
働
者

が
自
ら
の
常
神
的
掟
産
の
＝
徽
を
使
用
を
に
申
告
し
な
か
つ
た
こ
と
を
理

由
に
直
ち
に
損
ど
磁
績
駅
ｔ
減
額
し
て
は
な
ら
な
い
と
し
た

（全
員

一

眩
）
。

】
一　
平
成
二
六
年
二
月
こ
八
日
　
第
二
小
法
騒
決
定

ゴ
ル
フ
偶
漁
椰
袋
員
が
，
同
偶
業
部
に
入
会
す
る
際
に
●
力
Ы
関
係
件

を
問
伴
し
な
い
七
を
呼
約
し
て
い
た
子
情
軒
が
あ
ら
に
も
か
か
わ
ら
玄

間
伴
者
か
【
力
団
碑
係
庁
て
あ
る
こ
と
を
申
督
せ
ザ
に
ゴ
ル
フ
料
の
歯
骰

利
用
と
中
し
込
み
、
飽
腔
▼
刑
Л
さ
せ
る
の
は
、
許
敗
昴
に
当
た
る
と
し

た

ａ

員

一
政
）
．

〓
　̈
平
成
二
六
年
六
月

一
〓
口
　
第
二
小
法
妊
判
決

当
時
の
厚
生
分
樹
行
政

一
般
に
対
す
る
不
満
専
を
”
ら
せ
、
慣
り
を
強

め
て
Ｒ
体
的
な
取
害
汁
日
を
立
て
、
元
厚
生
事
聯
次
甘
ｋ
ぴ
そ
の
残
を
包

Ｔ
々
弦
回
突
≡
刷
し
て
段
窮
し
、
別
の
元
犀
生
事
～
決
営
の
要
に
対
し
耐

像
に
興
き
用
す
な
と
し
た
が
殺
害
の
目
的
を
連
げ
分
か
っ
た
年
の
率
棗
に

つ
ｔ
、
死
用
の
科
用
は
、
や
む
ｔ
得
な
い
く，
の
と
し
た

（全
員

一
段
、
載

判
長
）
．

口
　
平
成
こ
六
年

一
一
Я
二
六
円
　
大
法
冠
判
決

平
成
二
五
年
七
月
二
】
日
猛
行
の

，
整
院
盈
Ａ
甑
常
選
挙
の
役
【
衛
練

の
不
切
初
が
↑
ら
れ
た
事
塞
に
お
い
て
、
口
後
の
燈
鳳
徹
の
限
界
を
Ｍ
え

る
も
の
と
は
い
え
ギ
憲
法
に
濾
反
す
る
も
の
で
は
な
い
と
す
る
移
敏
再
兄

に
対
し
、　
一
嘉
の
価
値
の
早
筆
は
唯

一
か
つ
絶
対
働
な
選
中
で
あ
る
ぺ
き

と
の
観
な
か
ら
反
対
薫
え
を
述
本
た
。
ま
た
、
重
痣
て
は
あ
る
が
そ
の
影

等
の
大
と
き
に
濫
み
芋
惰
判
決
の
澁
れ
に
よ
り
猟
助
と
確
せ
ず
に
途
沸
の

露
首
に
と
を
め
る
と
い
う
他
の
反
対
意
見
に
府
し
て
お
．
遠
な
と
判
断
し

た
，

上
は
こ
れ
を
無
効
に
す
ヽ
と
と
の
観
点
か
ら
投
【
の
雷
蛍
が
０

・
八

を
下
回
る
迎
郎
区
に
つ
い
て
の
み
無
効
と
ｉ′、
独
る
驚
員
で
院
を
磐
成
し

て

一
票
の
価
籠
を
平
毎
と
す
る
選
麟
法
の
制
定
を
促
す
べ
と
と
す
る
意
■

を
述
べ
た

（反
対
意
見
〕
．

歳
祠
ｔ
と
し
て
の
心
増
え

三
権
の
一
ド
を
拙
う
司
法
常
の
餌
梨
祉
セ
盟
備
し
つ
つ
、
そ
の
最
社
審
々

あ
る
最
高
脱
判
所
の
独
『
官
と
し

， 、

主
ず
何
よ
り
ヽ
当
事
者
の
主
西
に
虚

心
に
耳
を
叡
け
，
こ
れ
】
て
の
四
０
年
余
に
わ
た
る
行
驚
と
桜
令
誓
至
の
迅

そ
の
孫
，
日
本
田
筵
澁
そ
の
他
つ
滋
令
の
規
定
を
幕
猟
し
、
法
治
四
尿
の

宴
が
上
が
る
よ
う
、
か
つ
、
国
民
の
自
由
と
健
利
が
泉
大
限
に
革
嵐
さ
れ
る

よ
う
金
力
を
尽
く
し
て
い
き
た
い
と
趣
つ
て
お
り
ま
す
。

隔
　
・Ｈ

最

高
裁

判
所

判
事

や
室
　
　
も
と
　
　

つ
た
　
　
ゆ
き

昭
和
一
一口
午
九
月
¨
一六
日
生

差

耳早傘牟華

介背汗芹育

一
八
年
　
四
月

工
０
年
　
用
月

エ
エ
年

　
一
月

〓
三
年

τ

一月

二
三
年

人
月

昭
和
□
ｔ
年
　
八
月

四
人
年
　
四
月

六
０
年
　
二
月

歌
を
元
に
、
公
平
か
つ
公
正

て
お
り
主
す
。

内
開
法
朗
局
長
育

彙
高
裁
判
所
判
事

山
崎
敏
充

大
阪
府
八
尾
“
生
装
れ
．
地
元
の
小
学
校
，
私
立
温

中
学
校
、
協
高
機
を
糧
て
、
東
京
大
学
的
単
制
を
事

茶判
半
補
催
曾

粟
京
地
職
、
最
高
備
行
政
門
、
同
イ
蝸
黒
、
那
Ｈ

地
章
歳
石
垣
文
酪

・
早
Ａ
文
蔀
鮮
で
翔
務

判
事
任
宮

最
高
機
田
歳
古
．
■
萬
館
人
事
局
黙
長
、
京
【
地

裁
判
事

〈舘
彬
祐
）
、
最
高
俄
喜
春
躁
民
辞
広
報

猟
喪
を
務
あ
る
。

員
高
歳
人
事
門
長

最
高
虚
専
務
次
丼

千
黙
亀
段
預
長

最
苫
般
‡
務
博
長

名
帝
屈
高
製
景
宙

東
京
高
機
長
官

最
高
裁
判
事

最
高
歳
ヨ
所
に
お
い
て
関
与
し
た
圭
真
な
儀
昭

一
　
平
成
二
六
年
七
月
二
九
日
　
第
三
小
滋
陪
判
決

斑
豪
罠
藤
的
の
持
無
熟
分
‘
か
ら
有
書
な
的
質
が
併
出
さ
れ
た
４
合
に

こ
れ
に
電
四
す
る
大
気
や
上
Ｈ
の
汚
染
、
水
質
の
”
語
、
思
Ｒ
年
に
よ
り

に
Ｈ
ス
は
生
活
【
児
に
著
し
い
依
奮
ｔ
臣
機
的
に
受
け
る
お
そ
れ
の
あ
る

と
は
、
当
依
最
携
処
分
器
を
事
媒
の
用
に
供
す
る
焦
設
と
し
て
さ
れ
た
爾

表
廂
岸
竹
等
娼
分
熊
の
肝
可
処
分
の
焦
効
描
膨
年
ｔ
求
め
る
に
つ
せ
渉
禅

上
の
利
益
を
右
す
る
キ
と
し
て
、
そ
の
希
効
敵
肥
鮮
を
求
め
る
肝
船
に
お

け
る
ヌ
告
逝
格
＃
布
す
る

（全
員

一
数
）
コ

一
一　
平
成
二
六
年

一
〇
月
二
八
日
　
卵
三
か
滋
妊
判
決

建
法
４
舗
限
連
叡
齢

（い
わ
ゆ
る
ネ
ズ
ミ
＝
）
に
潔
瑯
す
る
全
熊
の
出

賃
汲
び
配
当
の
事
声
を
行
っ
て
破
掟
し
た
会
社
の
破
菫
管
財
人
が
、
職
距

子
縦
の
中
で
損
央
を
■
け
た
会
員
を
合
ｂ
機
鹿
嶺
憎
を
へ
の
配
当
を
行
う

な
と
瀬
正
か
つ
公
平
な
情
工
を
国
ろ

，
と
し
て
、
そ
の
事
表
に
よ
う
祀
苫

ｔ
受
け
た
会
員
に
対
―
て́
品
苫
金
の
競
紙
を
求
め
た
の
に
対
し
、
配
当
企

の
船
＝
が
不
法
原
国
綸
付
に
苫
た
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
そ
の
淑
Ｈ
を
拒

む
こ
と
は
，
信
機
則
上
洋
さ
れ
な
い

（令
Ｒ
一
取
）
。

一
一　
平
成
二
人
年

一
一
Л
Ｉ
六
日
　
　
大
滋
”
判
決

半
脱
二
五
年
七
月
に
行
わ
れ
た
●
鷹
院
建
Я
通
常
毬
幣
当
時
、
当
暑
区

間
に
お
け
る
投
票
価
度
の
不
均
軒
は
、
Ｖ
成
二
口
早
】
＝
第
先
四
し
に

・
ｋ

る
改
モ
検
も
連
鷹
の
開
題
が
生
す
る
転
度
の
キ
し
い
不
平
平
状
は
に
あ
つ

た
が
、
間
逮
輩
ま
で
の
間
に
更
に
だ
微
配
分
規
定
の
弦
死
が
さ
れ
な
か
つ

た
こ
と
を
も
つ
て
口
会
の
般
長
程
の
Ｒ
界
を
¶
え
る
も
の
と
は
い
た
イ

当
解
艇
だ
が
点
携
に
追
一陳
す
る
に
至
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
で
■
４
い
。

●
お
院
確
員
の
選
＊
制
ｔ
に
お
け
る
投
解
笛
箕
の
平
等
の
質
鯖
や
日
改

の
選
営
に
お
け
る
●
確
眺
の
役
削
毎
に
照
ら
せ
は
、
で
き
る
だ
け
道
や
か

に
、
現
行
の
謝
単
制
Ｒ
の
仕
組
み
山
体
の
見
苗
し
を
内
本
と
す
る
立
澁
的

待
置
に
よ
っ
て
迫
窪
の
附
肥
か
空
ギ
る
削
肥
の
不
平
年
状
態
が
器
消
さ
れ

る
И
堅
が
あ
る
と
い
う
ぺ
き
で
あ
る

（ウ
歓
薄
比
、
柏
足
彦
掟
付
加
）
，

機
「
冒
と
し
て
の
ｂ
相
え

社
会
が
高
度
化
し
、
龍
雑
化
す
る
に
つ
れ
、
虚
側
所
が
扱
う
訴
添
そ
の
他

の
手
件
は
、　

ｌｋ
す
ま
す
多
様
に
な
り
、
ま
た
、
日
屋
の
に
合
い
を
増
し
て
い

ま
尤

そ
う
し
た
事
件
を
衆
件
を
と
し
て
れ
当
す
る
残
高
裁
判
率
の
Ｒ
併
は

■
く
、
任
命
さ
れ
て
か
ら
早
年
余
り
の
伍
嗽
ｔ
噴

そ
の
獄
責
の
大
せ
さ
と

囲
に
さ
を
ひ
し
ひ
し
と
８
し
ま
す
。
こ
れ
す
で
郎

一
曽
の
機
判
に

，
わ
る
４

か
で
、
命
に
中
立
公
Ｅ
な
主
韻
に
立
つ
て
、
当
キ
者
の
″
に
よ
く
耳
を
徹
け

る
こ
と
を
心
掛
け
て
き
ま
し
た
。
最
高
確
判
所
に
お
い
て
も
、
裁
判
甘
と
し

て
の
基
本
的
な
“
勢
は
た
わ
り
主
せ
ん
が
，
そ
れ
て
れ
の
事
件
の
背
景
や
社

会
的
な
張
々
し
っ
か
り
と
汲
み
取
り
、
耐
世
ｔ
Ｘ
ね
て
造
工
な
『
断
に
関
洩

し
た
い
と
考
え
ｔ
十
．

出
．　
Ｅ

昭
和
三
四
年
人
月
二

一
日
生

み

つ

六
０
年
　
□
引

臨
角
玉
０
年
　
口
月

平
成

一
四
年
　
九
月

六 五 ロ ー 0売
年 年 午 年 年 年

四 七
=―

― ―
月 月 月 月 月 月

疑
占

狼
判
所
判
事

や
工
　
　
さ
さ
　
　
と
し

12月 14園 (圏 )

午前7購から

午後8時まで

投 票 閲

機襲囀闘
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